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祝・大漁！ 新大漁旗が完成祝・大漁！ 新大漁旗が完成

　　市では、１日の水揚げ量が１千トンを上回った

日に、市役所正面玄関の上に大漁旗を掲げていま

す。このたび、３代目の大漁旗が作成され、１０

月１１日（日）の水産まつりでお披露目されました。

　このデザインは一般公募されたもので、応募総

数７０点の中から、みなと祭での一般投票などの

結果を踏まえて決定されました。

　また、同じデザインのタペストリーも、ＪＲ境

港駅など、市内の計５カ所に掲示されています。

　



【おもて面】

Important Notice

Tel XXX-XXX-XXX 

【うら面】

①
「通知カード」

※大切に保管してください。

②
「個人番号カード交付申請書」

兼「電子証明書発行申請書」

③
音声コード

および申請書ＩＤ控

◇封筒には世帯人数分の通知カードが入っています。

簡易書留で
お届けします。

マイナンバー「通知カード」は　　　１１月１５日頃からお届けします１１月１５日頃からお届けします

マイナンバーは「通知カード」でお知らせします。
※１２月１日を過ぎても届かない場合は、お問い合わせください。
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　　 マイナンバーは次のような場面で必要となります

場　　　面 提示先

社会保障関係の手続き

　例）毎年６月に児童手当の現況届を出すとき
市区町村

所得税の確定申告をするとき 税務署

勤務先が源泉徴収票などに記載するとき 勤務先

株式の配当金を受けるとき（支払調書の作成） 証券会社

保険金の支払いを受けるとき（支払調書の作成） 保険会社

　　 不審な電話や訪問にご注意ください

▼マイナンバーの通知や利用、個人番号カードの交付などの手続きで、
◇行政機関が口座番号や口座の暗証番号、所得や資産の情報、家族構成や年金・保険の情報などを聞い
　たり、お金やキャッシュカードを要求することは一切ありません。
◇ＡＴＭの操作をお願いすることもありません。
◇配達員が代金を請求したり、口座番号などの情報を聞いたりすることも
　ありません。

▼電話、メール、訪問などにより、マイナンバーの安全管理対応の困難さ
　などを過度に誇張した商品販売や不正な勧誘、「なりすまし」の郵送物
　などにご注意ください。

▼「自分のマイナンバーを他人に教えたので罪になりますよ」は詐欺の手口です。

　　 個人番号カードの交付を希望する場合

　次の「申請のポイント」をご確認ください。（郵送で申請する場合を中心に説明しています）

申請のポイント 補　　　足

①「通知カード」と③「音声コードおよび申請書ＩＤ控」を

切り離してください。

通知カードは、個人番号カードの交付の

際に返納していただきます。

顔写真を添付してください。

・顔写真は個人番号カードに表示されます。

・公的な身分証明書になるため、所有者本人であることを容

易に識別できる必要があります。

・詳しくは通知カードに同封されているパンフレットの「顔

写真のチェックポイント」をご覧ください。

個人番号カードの所有者本人であること

を確認しがたい場合は、再度申請してい

ただきます。

電子証明書の発行が不要の場合は、該当の□欄を黒く塗りつ

ぶしてください。

・詳しくは通知カードに同封されているパンフレットの「広

がる使いみち『電子証明書』」をご覧ください。

ｅ－Ｔａｘを利用して電子申告する場合

は、署名用電子証明書が必要になります。

　【問い合わせ先】　市民課市民係（☎47－1033）

マイナンバー「通知カード」は　　　１１月１５日頃からお届けしますマイナンバー「通知カード」は　　　
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市

政

概

要

報

告

地

方

創

生

　

全
国
の
地
方
自
治
体
で
は
、
昨
年
末

に
策
定
さ
れ
た
国
の
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
受
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向
性

や
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
、
今
後
５
カ

年
の
目
標
や
具
体
的
な
施
策
等
を
示
す

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

市
民
や
経
済
界
、
行
政
、

学
校
、
金
融
機
関
等
の
代

表
で
構
成
す
る
総
合
戦
略

推
進
会
議
に
お
い
て
、
境

港
市
総
合
戦
略
の
策
定
に

向
け
、
本
市
の
人
口
減
少

対
策
や
地
域
活
性
化
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
の
協
議
を
重
ね
て
い

た
だ
き
、
７
月
に
、
総
合

戦
略
の
骨
子
案
を
取
り
ま

と
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
骨
子
案
で
は
、「
境

さ
か
い
こ
う

港
」、「
境

漁
港
」、「
米
子
鬼
太
郎
空
港
」
と
い
う

極
め
て
重
要
な
社
会
基
盤
を
有
す
る

本
市
の
特
性
を
ふ
ま
え
て
、『
３
つ
の

港
と
水
産
・
観
光
資
源
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
』
と
『「
子
育
て
す
る
な
ら

境
港
」
を
標
ひ
ょ
う
ぼ
う

榜
し
た
子
育
て
環
境
づ
く

り
』、『
県
境
を
越
え
た
広
域
連
携
に
よ

る
魅
力
あ
る
圏
域
づ
く
り
』
の
３
つ
を

目
標
に
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
の
実

現
に
向
け
た
施
策
例
や
成
果
目
標
な
ど

を
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
骨
子
案
の
肉
付
け
作
業
を
行

い
、
10
月
末
ま
で
に
境
港
市
総
合
戦
略

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

環

日

本

海

交

流

　

環
日
本
海
国
際
フ
ェ
リ
ー
は
、
１
月

か
ら
７
月
末
ま
で
に
境
港
・
東ト

ン
ヘ海

間
を

27
往
復
運
航
し
、
１
万
４
千
人
を
超
え

る
旅
客
が
往
来
い
た
し
ま
し
た
。
韓
国

国
内
で
流
行
し
た
マ
ー
ズ
の
影
響
に
よ

り
、
一
時
、
利
用
が
落
ち
込
み
ま
し
た

が
、
事
態
の
収
束
と
と
も
に
回
復
し
て

き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
８
月
１
日
に

は
、
航
路
開
設
以
来
の
旅
客
数
が
15
万

人
を
突
破
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
境
港
発
着
の
貨
物
量
は
、

ロ
シ
ア
経
済
の
低
迷
に
よ
り
、
約

２
千
８
０
０
ト
ン
で
、
前
年
比
84
％
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
港
の
自
由
港
化
や
韓
国
東
海
市

に
向
け
た
原
木
の
輸
出
が
始
ま
る
な
ど

明
る
い
兆
し
も
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
３
日
か
ら
、
貨
物
収
益

の
向
上
を
図
る
た
め
、
境
港
で
の
停
泊

時
間
を
利
用
し
て
、
隔
週
で
舞
鶴
港
ま

で
貨
物
の
み
の
運
航
が
開
始
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

８
月
26
日
に
は
、
本
市
で
中
国
、
韓

国
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
６
都
市
、
ま
た
鳥

取
市
、
米
子
市
の
参
加
の
も
と
第
21
回

環
日
本
海
拠
点
都
市
会
議
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
圏
域
の
一
体
的
発
展
に
向

け
て
信
頼
関
係
を
育
む
と
と
も
に
、
首

長
会
議
に
お
い
て
は
、「
環
日
本
海
地

域
の
経
済
交
流
の
さ
ら
な
る
発
展
方

策
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
都

市
間
の
協
力
関
係
の
拡
大
、
既
存
航
路

の
活
用
や
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
、

国
境
を
越
え
た
観
光
振
興
の
促
進
等
に

つ
い
て
合
意
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

米
子

－

ソ
ウ
ル
便
に
つ
き
ま
し
て
は
、

２
月
に
過
去
最
高
の
搭
乗
率
を
記
録
す

る
な
ど
好
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

マ
ー
ズ
の
影
響
に
よ
り
、
一
時
、
搭
乗

率
が
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、

事
態
の
収
束
と
と
も
に
利
用
が
回
復
し

て
き
て
お
り
ま
す
。

観

光

振

興

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
観
光
入
込
客

数
は
、
８
月
末
現
在
で
１
２
５
万
１
千

人
と
前
年
比
79
％
と
な
っ
て
お
り
、
年

間
２
０
０
万
人
の
維
持
を
目
標
に
、
引

き
続
き
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

誘
客
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
木
し
げ
る
記
念
館
で
は
、

７
月
17
日
か
ら
８
月
末
ま
で
の
期
間
、

松
江
市
出
身
の
漫
画
家
園そ

の
や
ま山

俊し
ゅ
ん
じ二

さ

ん
の
作
品
と
の
共
同
企
画
展
「
ギ
ャ
ー

ト
ル
ズ
と
ゲ
ゲ
ゲ
展
」
を
松
江
市
歴
史

館
と
同
時
開
催
し
た
ほ
か
、
館
内
の
Ｗ

ｉ
‐
Ｆ
ｉ(

ワ
イ
フ
ァ
イ)

環
境
の
整

備
と
多
言
語
音
声
ガ
イ
ド
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
成
な
ど
、
情
報
発
信
や
外
国
人

観
光
客
の
お
も
て
な
し
の
充
実
を
図
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
、
境
港
に
寄
港
し
た
ク
ル
ー
ズ

客
船
は
、
８
月
末
現
在
で
、
す
で
に

昨
年
の
実
績
を
上
回
る
17
回
を
数
え
、

１
万
６
千
人
を
超
え
る
お
客
さ
ま
が
、

山
陰
両
県
の
観
光
地
な
ど
を
訪
れ
ま
し

た
。
７
月
２
日
の
世
界
最
大
級
の
客
船

ク
ァ
ン
タ
ム
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー
ズ
の

寄
港
で
は
、
４
千
人
以
上
も
の
中
国
人

観
光
客
が
お
越
し
に
な
り
、
圏
域
の
観

光
施
設
な
ど
は
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
、
そ
の
様
子
が
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
本
市
を
含
め
た

圏
域
の
Ｐ
Ｒ
に
も
多
大
な
効
果
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

米
子
鬼
太
郎
空
港
に
お
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
約
32
万
人
も
の
利
用
が
あ
っ
た

ス
カ
イ
マ
ー
ク
便
が
８
月
末
を
も
っ
て

全
便
運
休
と
な
り
ま
し
た
が
、
圏
域
の

活
性
化
に
多
大
な
効
果
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
鳥
取
県
や
米
子
空
港
利
用
促
進

懇
話
会
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
将
来
的
な
路
線
復
活
や

新
規
路
線
の
開
設
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

環

日

本

海

交

流

９
月
定
例
市
議
会
報
告

　

９
月
定
例
市
議
会
が
９
月
９
日
か
ら
30
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
市
議
会
に
は
、平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

観

光

振

興

地

方

創

生
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水

産

業

　

平
成
27
年
上
半
期
の
境
漁
港
に
お
け

る
水
揚
量
は
、
６
月
に
入
り
マ
イ
ワ
シ

の
豊
漁
が
続
い
た
こ
と
か
ら
前
年
を

上
回
る
、
約
６
万
５
千
ト
ン
で
、
前

年
比
９
％
増
で
あ
り
ま
し
た
。
水
揚

金
額
は
、
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
も
の

の
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
豊
漁
等
に
よ
り
、

１
０
１
億
５
千
万
円
余
で
前
年
並
み
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
育
て
る
漁
業
」
と
し
て
、
美
保
湾

で
養
殖
さ
れ
て
い
る
ギ
ン
ザ
ケ
の
今

シ
ー
ズ
ン
の
水
揚
げ
量
は
、
８
１
０
ト

ン
で
前
年
比
21
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
末
に
は
新
た
な
加
工
場
も

完
成
し
、
よ
り
新
鮮
な
状
態
で
の
出
荷

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
年
度
か
ら
本
格
的
に
再
開

さ
れ
た
ヒ
ラ
メ
の
放
流
は
、
５
月
に
日

野
川
沖
・
境
港
公
共
マ
リ
ー
ナ
沖
で
前

年
度
の
２
倍
と
な
る
６
万
尾
の
稚
魚
が

放
流
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

水
産
加
工
品
の
ブ
ラ
ン
ド
発
信
対
策

に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
６
回
み
ん
な
で

選
ぶ
境
港
の
水
産
加
工
大
賞
を
９
月
26

日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨

年
発
行
し
た
境
港
水
産
加
工
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
に
今
回
の
受
賞
商
品
な
ど
も
加

え
た
も
の
を
増
刷
し
、
境
港
の
食
、
加

工
品
を
全
国
に
向
け
情
報
発
信
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

35
年
振
り
に
デ
ザ
イ
ン
を
刷
新
す
る

た
め
に
公
募
し
て
い
た
、
市
役
所
正
面

に
掲
揚
す
る
大
漁
旗
の
デ
ザ
イ
ン
募
集

は
、
全
国
か
ら
70
点
も
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
選
考
・
決
定
し

た
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
大
漁
旗
を
10
月

の
水
産
ま
つ
り
で
お
披
露
目
い
た
し
ま

し
た
。

農

業

振

興

　

本
市
特
産
の
白
ね
ぎ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
夏
ね
ぎ
の
出
荷
が
順
調
に
続
い
て

お
り
ま
す
。
春
ね
ぎ
に
お
い
て
、
市
内

の
一
部
ほ
場
じ
ょ
う

で
も
発
生
事
例
が
確
認
さ

れ
た
黒

く
ろ
ぐ
さ
れ
き
ん
か
く
び
ょ
う

腐
菌
核
病
に
つ
き
ま
し
て
は
、

被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
土
壌
消
毒

等
に
よ
る
緊
急
防
除
の
実
施
に
つ
い
て
、

鳥
取
県
や
鳥
取
西
部
農
業
協
同
組
合
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
対
応
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

年
度
は
、
農
業
大
学
校
で
の
研
修
を
修

了
し
た
人
が
、
本
市
の
新
規
就
農
の
支

援
事
業
を
活
用
し
、
市
内
で
白
ね
ぎ
栽

培
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
鳥
取
県
農
業
農
村
担
い
手
育

成
機
構
の
ア
グ
リ
ス
タ
ー
ト
研
修
事
業

を
活
用
し
て
市
内
大
規
模
白
ね
ぎ
農
家

で
２
人
が
研
修
を
行
っ
て
お
り
、
本
年

度
中
に
就
農
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

伯
州
綿
栽
培
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５

月
に
種
ま
き
を
行
い
、
現
在
、
一
部
ほ

場
に
お
い
て
収
穫
作
業
が
始
ま
っ
て
お

り
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

３
人
も
栽
培
に
従
事
し
、
現
在
は
栽
培

ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
中
で
あ
り
、
収
穫
後

に
は
、
本
格
的
に
商
品
開
発
や
販
路
開

拓
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
あ
り
ま

す
。

商

工

業

の

振

興

　

雇
用
創
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

度
市
内
に
お
い
て
新
た
に
４
社
の
工
場

等
の
操
業
が
開
始
さ
れ
、
合
わ
せ
て
市

内
居
住
者
49
人
の
新
規
雇
用
が
行
わ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
21
日
に
、
ふ
る
さ
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
境
港
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
、
新
た
に
雇
用
保
険
業
務
も
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性

が
大
き
く
向
上
し
、
就
職
相
談
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
求
職
者
に
と
っ
て
身
近
な
施
設
と

な
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

創
業
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
鳥
取

県
西
部
９
市
町
村
で
連
携
し
て
設
立
し

た
鳥
取
県
西
部
創
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
創
業
支
援

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年

度
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
市
内
で
の
創

業
が
３
件
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
ホ
テ
ル
に
つ
き
ま
し

て
は
、
順
調
に
建
設
工
事
が
進
捗
し
、

本
年
中
の
竣
工
、
早
期
開
業
に
向
け
て
、

準
備
を
進
め
て
お
ら
れ
る
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。

水

木

し

げ

る

ロ

ー

ド

リ

ニ

ュ

ー

ア

ル

事

業

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
６
月
か
ら
道

路
の
詳
細
設
計
お
よ
び
測
量
業
務
に
着

手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
詳
細
設
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
中
の
完
成
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
、
こ
れ
と
並
行
し
な
が
ら
、

来
年
度
の
着
工
に
向
け
た
地
元
と
の
調

整
や
説
明
会
の
開
催
な
ど
、
円
滑
な
実

施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
沿
道
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま

し
て
は
、
松
ヶ
枝
町
商
店
街
お
よ
び
本

町
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街
に
お
い
て
、
統

一
し
た
街
な
み
の
整
備
を
目
指
す
と
の

方
針
が
決
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

現
在
、
地
元
関
係
者
の
間
で
、
店
舗
等

の
外
観
改
修
に
関
す
る
ル
ー
ル
作
り
に

つ
い
て
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

現
在
、
市
で
は
、
沿
道
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
、
国
の
補
助
事
業
で

あ
る
街
な
み
環
境
整
備
事
業
の
活
用
に

向
け
て
、
関
係
機
関
と
の
調
整
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

中

海

護

岸

整

備

　

国
土
交
通
省
に
お
い
て
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
渡
漁
港
の
移
設
工
事
に
つ

き
ま
し
て
は
、
漁
港
北
側
と
南
側
の
護

岸
工
事
が
完
了
し
、
現
在
、
中
央
部
の

護
岸
工
事
に
取
り
か
か
っ
て
お
り
、
本

年
度
中
に
供
用
開
始
す
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
に
合
わ
せ
て
本
市

が
実
施
し
て
お
り
ま
す
渡
漁
港
周
辺
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
災
害
時
の
避
難

用
道
路
と
も
な
る
市
道
渡
84
号
線
の
整

備
や
、
既
存
漁
港
の
埋
立
、
内
水
排
除

対
策
と
し
て
樋
門
改
修
と
排
水
路
改
修

を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
地
元
と
十
分
に
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

国
や
県
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

西
工
業
団
地
の
貯
木
場
の
護
岸
工
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
貯
木
場
の
所
有
者
、

事
業
主
体
で
あ
る
国
土
交
通
省
出
雲
河

川
事
務
所
、
鳥
取
県
、
市
の
４
者
で
協

議
を
継
続
し
て
お
り
、
護
岸
本
体
工
事

の
来
年
度
早
期
着
手
に
向
け
、
鋭
意
調

整
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

水

産

業

農

業

振

興

水

木

し

げ

る

ロ

ー

ド

リ

ニ

ュ

ー

ア

ル

事

業

商

工

業

の

振

興

中

海

護

岸

整

備

親子による綿摘みの様子
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港

湾

整

備

　

竹
内
南
地
区
の
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度

か
ら
平
成
31
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
、

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
本
年
度
は
、
国
の
直
轄
事
業
と

し
て
竹
内
南
岸
壁
の
調
査
設
計
業
務
が
、

境
港
管
理
組
合
の
事
業
と
し
て
、
ふ
頭

用
地
の
測
量
調
査
と
旅
客
上
屋
の
基
本

計
画
策
定
業
務
が
実
施
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
完
成

を
視
野
に
、
国
内
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
の
航
路

開
設
に
向
け
て
、
国
、
鳥
取
・
島
根
両

県
、
境
港
管
理
組
合
が
中
心
と
な
っ
て

境
港
流
通
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
協
議
会
が

７
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
官
民
の
実
務
関
係

者
で
構
成
さ
れ
、
貨
物
の
集
積
や
既
存

の
国
際
定
期
航
路
と
の
接
続
に
よ
る
新

た
な
物
流
ル
ー
ト
の
開
拓
な
ど
、
具
体

的
な
取
り
組
み
を
検
討
す
る
も
の
で
あ

り
、
本
市
も
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

中
野
地
区
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
岸

壁
の
本
体
と
な
る
ケ
ー
ソ
ン
の
据
え
付

け
を
終
え
、
岸
壁
背
後
の
埋
立
て
や
ふ

頭
用
地
の
整
備
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
来
年
度
が
最

終
年
度
で
あ
り
ま
す
が
、
木
材
を
中
心

に
貨
物
船
対
応
の
岸
壁
や
ふ
頭
用
地
が

不
足
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
国
や
境

港
管
理
組
合
に
対
し
、
一
日
も
早
い
完

成
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

地

籍

調

査

事

業

　

地
籍
調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月

に
調
査
区
域
で
あ
る
幸
神
町
お
よ
び
新

屋
町
の
一
部
の
土
地
所
有
者
を
対
象
に

地
元
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

８
月
か
ら
は
現
地
で
の
立
会
を
開
始
し

て
お
り
、
土
地
の
境
界
が
確
認
さ
れ
た

箇
所
か
ら
測
量
作
業
に
入
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
籍
調
査
の
先
行
調
査
で
あ

り
ま
す
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
都
市
部

官
民
境
界
基
本
調
査
が
本
年
度
も
中
野

町
と
福
定
町
の
一
部
で
す
で
に
実
施
さ

れ
て
お
り
、
今
後
、
外
江
町
を
追
加
で

実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　　

　

本
市
に
お
い
て
は
新
規
事
業
と
な
る

た
め
、
市
報
８
月
号
に
お
き
ま
し
て
、

地
籍
調
査
事
業
の
紹
介
を
掲
載
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
も
、
ご
理
解
を
い
た
だ

く
よ
う
、
自
治
会
等
へ
赴
き
ま
し
て
、

適
宜
説
明
会
を
開
催
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

道

路

等

の

整

備

　

生
活
関
連
道
路
等
の
整
備
状
況
に
つ

き
ま
し
て
は
、
道
路
改
良
工
事
、
道
路

維
持
修
繕
工
事
、
交
通
安
全
施
設
工
事

な
ど
、
９
月
末
で
当
初
予
算
比
の
約

70
％
の
発
注
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

残
る
工
事
に
つ
き
ま
し
て
も
早
期
発
注

に
努
め
、
各
事
業
の
一
層
の
進
捗
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

通
学
路
の
安
全
対
策
と
し
て
、
８
月

に
学
校
、
警
察
と
の
合
同
安
全
点
検
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
緊

急
性
等
を
考
慮
し
、
整
備
個
所
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

狭
あ
い
道
路
の
解
消
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
３
月
に
作
成
し
た
、
狭
あ
い

道
路
拡
幅
整
備
要
綱
を
基
に
、
各
自
治

会
へ
の
説
明
会
や
個
別
案
件
に
対
し
て

相
談
受
付
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
自
治
会
や
土
地
所
有
者
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

夕
日
ヶ
丘
団
地
の
市
街
化
促
進

　

夕
日
ヶ
丘
団
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

分
譲
を
開
始
し
た
平
成
11
年
か
ら
の
累

計
契
約
件
数
が
本
年
４
月
、
３
０
０
件

を
突
破
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
平

成
21
年
よ
り
導
入
し
た
定
期
借
地
権
制

度
は
好
調
に
推
移
し
て
お
り
、
本
年
度

の
契
約
件
数
は
８
月
末
現
在
で
13
件
、

導
入
時
か
ら
は
累
計
１
５
３
件
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
定
期
借
地
権
制
度
は
、
こ
れ
ま

で
20
代
か
ら
40
代
の
子
育
て
世
代
の
契

約
者
が
全
体
の
約
８
割
、
地
域
別
に
お

い
て
も
市
外
・
県
外
者
が
全
体
の
約
３

割
を
占
め
て
お
り
、
本
市
の
推
進
す
る

「
子
育
て
環
境
の
整
備
」
や
「
移
住
定

住
の
促
進
」
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
と

も
に
、
夕
日
ヶ
丘
団
地
の
市
街
化
形
成

の
原
動
力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
６
月
に
は
、
第
９
期
分
譲
と
し

て
、
新
た
に
55
区
画
の
分
譲
を
開
始
し
、

さ
ら
に
、
平
成
28
年
２
月
に
は
大
型

デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア
の
開
店
も
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
制

度
の
周
知
に
努
め
、
市
街
化
の
促
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

空

家

対

策

　

倒
壊
の
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
、
特
に

危
険
な
空
家
と
し
て
条
例
に
規
定
す
る

特
定
空
家
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所
有
者

へ
改
善
を
促
す
文
書
を
送
付
す
る
と
と

も
に
面
談
を
重
ね
、
解
体
に
向
け
た
交

渉
を
粘
り
強
く
行
っ
て
お
り
、
８
月
末

ま
で
に
、
８
棟
の
特
定
空
家
が
解
体
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

残
る
特
定
空
家
に
つ
い
て
も
、
７
月

に
創
設
い
た
し
ま
し
た
本
市
の
解
体
費

用
に
対
す
る
補
助
制
度
の
説
明
な
ど
も

行
い
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
改
善
を
促

す
交
渉
を
行
い
、
空
家
対
策
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

公

園

の

維

持

管

理

　

公
園
の
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、

年
間
を
通
じ
て
公
園
を
快
適
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
本
年
度
か
ら
繁

茂
期
の
草
刈
り
頻
度
を
増
や
し
て
お
り

ま
す
。

　

市
で
は
、
乗
用
の
草
刈
り
機
を
使
用

し
て
、
平
坦
な
部
分
を
中
心
に
効
率
的

に
除
草
を
行
い
、
地
元
の
皆
さ
ん
に
は
、

機
械
で
は
刈
れ
な
い
部
分
に
つ
い
て
、

従
来
と
同
様
な
時
期
や
頻
度
で
除
草
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
昨
年
ま
で
と

比
べ
れ
ば
非
常
に
利
用
し
や
す
い
状
態

が
保
て
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

公
園
ご
と
に
広
さ
や
地
形
、
地
元
の

皆
さ
ん
に
よ
る
実
施
時
期
や
回
数
な
ど

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
本
年
度
の
取
り

組
み
を
検
証
し
、
地
元
の
ご
意
見
も
伺

い
な
が
ら
、
さ
ら
に
効
率
的
な
維
持
管

理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

空

家

対

策

港

湾

整

備

地

籍

調

査

事

業

道

路

等

の

整

備

夕
日
ヶ
丘
団
地
の
市
街
化
促
進

公

園

の

維

持

管

理
乗用草刈り機による除草作業

地籍調査地元説明会の様子
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防

災

対

策

　

原
子
力
災
害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
の
た
び
鳥
取
県
側
で
は
初
と
な
る
境

港
市
原
子
力
発
電
所
環
境
安
全
対
策
協

議
会
を
設
置
し
、
９
月
４
日
に
１
回
目

の
会
合
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
商
工
団
体
、
水
産

団
体
、
農
業
団
体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
区
自

治
連
合
会
な
ど
か
ら
推
薦
を
受
け
た
委

員
に
公
募
委
員
２
人
を
加
え
た
30
人
で

構
成
し
、
会
合
で
は
市
か
ら
の
、
原
子

力
防
災
対
策
や
広
域
住
民
避
難
計
画
に

つ
い
て
の
説
明
と
、
中
国
電
力
か
ら
の

２
号
機
の
新
規
制
基
準
に
係
る
審
査
状

況
や
１
号
機
の
廃
炉
に
関
す
る
こ
と
な

ど
の
説
明
の
の
ち
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
島
根
原
子
力
発
電

所
の
周
辺
環
境
へ
の
影
響
、
安
全
対
策

等
を
把
握
し
、
市
民
の
健
康
と
安
全
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

鳥
取
県
原
子
力
防
災
訓
練
に
つ
き
ま

し
て
は
、
８
月
25
日
に
予
定
し
て
い
た

船
舶
避
難
訓
練
が
台
風
の
接
近
に
よ
り

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
島
根
県
側
と

合
同
で
行
う
原
子
力
防
災
訓
練
は
、
10

月
25
日
に
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
、
航
空
機
等
を

利
用
し
て
、
住
民
や
避
難
行
動
要
支
援

者
の
避
難
訓
練
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
３
日
に
は
、
津
波
避
難

訓
練
と
地
震
か
ら
身
を
守
る
シ
ェ
イ
ク

ア
ウ
ト
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

防
衛
省
の
補
助
事
業
で
あ
る
、
美
保

飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り
構
想
策
定
支

援
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月
に
交

付
決
定
を
受
け
、
現
在
、
基
本
計
画
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
８
月

27
日
に
は
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
伺
い
、
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め

１
回
目
の
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
、
昨
年
度
策
定
し
た
基
本
構
想
や

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
も
、
関
係
者
や
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
市
民
団
体
等
の
代
表
者
で
構
成
す

る
検
討
委
員
会
な
ど
、
幅
広
く
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
本
年
度
中
に
防
災
と
交

流
等
の
拠
点
施
設
の
整
備
に
向
け
た
基

本
計
画
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

学

校

教

育

の

充

実

　

４
月
に
施
行
さ
れ
た
新
教
育
委
員
会

制
度
に
基
づ
く
、
境
港
市
総
合
教
育
会

議
に
お
い
て
、
６
月
に
本
市
の
教
育
、

学
術
お
よ
び
文
化
の
振
興
の
総
合
的
な

施
策
の
体
系
を
示
す
境
港
市
教
育
施
策

推
進
大
綱
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
大
綱
に
基
づ
き
、
市
長

部
局
と
教
育
委
員
会
が
教
育
施
策
の
方

向
性
を
共
有
し
、
本
市
の
教
育
行
政
の

さ
ら
な
る
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
８
月

10
日
に
市
内
全
小
中
学
校
で
の
完
全
給

食
に
対
応
し
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

開
所
式
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本
セ

ン
タ
ー
は
、
一
日
に
３
千
食
を
調
理
で

き
る
設
備
を
有
し
、
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム

の
導
入
、
ま
た
ア
レ
ル
ギ
ー
食
対
応
の

専
用
調
理
室
を
設
け
る
な
ど
、
安
全
・

安
心
な
学
校
給
食
の
提
供
に
最
大
限
配

慮
し
た
施
設
で
あ
り
ま
す
。

　

２
学
期
か
ら
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

調
理
さ
れ
た
給
食
の
市
内
各
小
中
学
校

へ
の
配
送
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
ト
ラ

ブ
ル
も
な
く
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
体
育
館
天
井
等
の

耐
震
対
策
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全

校
の
改
修
を
終
え
、児
童
生
徒
の
安
全
・

安
心
と
学
校
施
設
の
災
害
時
避
難
所
と

し
て
の
機
能
確
保
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

社

会

教

育

　

市
民
図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４

月
か
ら
、
開
館
時
間
を
30
分
早
め
９
時

30
分
と
し
、
平
日
の
閉
館
時
間
も
30
分

延
長
し
、
18
時
30
分
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
従
来
毎
週
月
曜
日
と
し
て
い

た
休
館
日
を
月
１
回
、
第
２
木
曜
日
と

し
、
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
た
こ
と
か

ら
、
７
月
末
ま
で
の
利
用
者
数
は
前
年

比
11
％
増
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

戦
争
体
験
の
記
憶
が
薄
れ
つ
つ
あ
る

今
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を

再
認
識
す
る
た
め
、
８
月
４
日
か
ら
10

日
ま
で
、
市
民
会
館
に
お
き
ま
し
て
、

「
戦
後
70
年
記
念
展
示
、
境
港
に
残
る

戦
災
・
戦
争
の
記
憶
」
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

期
間
中
に
は
資
料
展
示
の
ほ
か
地
元

在
住
の
戦
災
体
験
者
等
の
講
演
会
も
行

い
、
約
３
０
０
人
の
来
場
を
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
体
育
館
耐
震
改
修
に
つ
き
ま
し

て
は
、
実
施
設
計
に
つ
い
て
の
交
付
決

定
を
受
け
、
９
月
に
入
札
を
終
え
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
刻
も
早
く
工
事
に
着
手
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

子

育

て

支

援

　

子
ど
も
や
子
育
て
を
取
り
巻
く
様
々

な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
４
月
か
ら

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
保
育
園
や
認

定
こ
ど
も
園
な
ど
で
は
、
大
き
な
混
乱

も
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
が
な
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
策

と
し
て
実
施
す
る
第
３
子
以
降
の
保
育

料
の
無
償
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
育

料
の
改
定
時
期
で
あ
る
９
月
分
か
ら
実

施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

同
様
に
県
と
協
調
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
小
児
特
別
医
療
費
助
成
制
度
に
つ

き
ま
し
て
は
、
現
在
「
15
歳
の
年
度
末

ま
で
」
と
し
て
い
る
助
成
対
象
者
を
、

来
年
４
月
か
ら
県
下
統
一
し
て
「
18
歳

の
年
度
末
ま
で
」
に
拡
大
す
る
こ
と
と

な
り
、
今
議
会
に
関
係
議
案
を
提
案
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
の
医
療

費
軽
減
施
策
は
、
本
来
、
国
の
責
任
に

お
い
て
実
施
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と

を
、
全
国
市
長
会
を
通
じ
て
国
に
要
望

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
現

制
度
で
国
民
健
康
保
険
が
被
っ
て
い
る

医
療
費
助
成
に
対
す
る
国
庫
負
担
金
削

減
措
置
に
つ
き
ま
し
て
も
、
速
や
か
に

廃
止
し
て
い
た
だ
く
よ
う
粘
り
強
く
要

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

境
港
市
児
童
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー

（
陽ひ

な
た
）
で
事
業
を
展
開
し
て
お
り

ま
し
た
、
就
学
前
の
児
童
の
発
達
相
談

や
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
が
児
童
発
達
支
援
事
業
所
を

市
内
に
開
設
さ
れ
、
順
調
に
業
務
を
展

開
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
子
ど
も
達
の
発
達
相
談
な
ど

の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

防

災

対

策

学

校

教

育

の

充

実

社

会

教

育

子

育

て

支

援
戦後70年記念展示の様子

美保飛行場周辺まちづくり計画検討委員会の様子
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高

齢

者

福

祉

　

地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、
境
港
市
包
括
ケ
ア
推
進
協

議
会
な
ど
に
お
い
て
、
関
係
者
の
皆
さ

ん
と
意
見
交
換
を
重
ね
な
が
ら
、
本
市

の
実
情
把
握
と
今
後
の
推
移
等
の
検
討

や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
の
確
認
を

行
っ
た
上
で
、「
地
域
包
括
ケ
ア
体
制

の
概
要
」
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

市
内
に
２
カ
所
あ
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
人
増
員
し
６
人
体
制

で
、
個
々
に
応
じ
た
適
切
な
対
応
と
地

域
に
密
着
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の
在
り
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
本
化
す
る
こ
と

も
含
め
て
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
が
好
評

を
い
た
だ
く
な
ど
、
介
護
予
防
、
健
康

づ
く
り
に
対
す
る
意
識
も
高
ま
っ
て
き

て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら

に
認
知
症
予
防
や
口
腔
機
能
向
上
な
ど

の
介
護
予
防
講
座
を
開
催
し
、
健
康
診

断
の
受
診
勧
奨
と
合
わ
せ
て
健
康
寿
命

の
延
伸
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

市

民

の

健

康

づ

く

り

　

が
ん
検
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

度
、
飛
躍
的
に
受
診
率
が
向
上
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
本
年
度
は
す
べ
て
の
が

ん
検
診
に
お
い
て
、
県
平
均
値
を
上
回

る
こ
と
を
目
標
に
新
た
に
済
生
会
境
港

総
合
病
院
で
の
肺
が
ん
検
診
を
導
入
し

た
ほ
か
、
休
日
検
診
や
セ
ッ
ト
検
診
の

日
数
を
増
や
す
な
ど
、
よ
り
受
診
し
や

す
い
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

　

６
月
13
日
に
開
催
し
た
が
ん
検
診
啓

発
イ
ベ
ン
ト
「
と
り
だ
い
病
院
境
港
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
昨
年
発
足

し
た
、
検
診
す
す
め
隊
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
、
約
３
０
０
人
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
27
日

か
ら
は
、
境
港
医
師
協
会
と
の
連
携
に

よ
る
各
地
区
15
会
場
で
の
講
演
会
も
、

ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

も
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
さ

ら
な
る
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　

国
の
地
方
創
生
交
付
金
の
上
乗
せ
分

を
活
用
す
る
事
業
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
付
金
の
配
分
額
は
、
中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会
等
広
域
で

取
り
組
む
事
業
に
つ
い
て
、
２
５
８
６

万
９
千
円
、
ま
た
、
本
市
で
取
り
組
む

事
業
に
つ
い
て
は
、
１
０
０
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
特
別
医
療
費
助
成
事
業

と
妖
怪
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
展
開
催
事
業

に
充
当
す
る
と
と
も
に
、
第
３
子
以
降

の
保
育
料
の
無
償
化
に
伴
う
事
業
等
、

４
事
業
の
財
源
振
替
を
行
い
ま
し
た
。

《
歳
出
の
主
な
内
容
》

【
総
務
費
】

　

夕
日
ヶ
丘
地
区
の
定
期
借
地
契
約
の

締
結
に
伴
う
、
境
港
市
土
地
開
発
公
社

等
か
ら
の
土
地
購
入
費
７
０
０
６
万
円

余
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長

会
が
実
施
す
る
、
産
業
・
観
光
振
興
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
推
進
等
に
対
す
る

負
担
金
２
３
６
０
万
円
な
ど
を
そ
れ
ぞ

れ
増
額
。

【
民
生
費
】

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
18
歳
ま
で

に
拡
充
す
る
こ
と
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改

修
費
等
３
６
６
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ

れ
増
額
。

【
衛
生
費
】

　

が
ん
検
診
等
の
受
診
率
を
さ
ら
に

向
上
さ
せ
る
た
め
に
実
施
す
る
、
未

受
診
者
へ
の
個
別
受
診
勧
奨
経
費
等

２
０
０
万
円
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
内
の
排

水
処
理
を
行
う
た
め
の
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
工
事
費
２
２
９
８
万
円
余
な
ど

を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

特
産
品
の
白
ネ
ギ
栽
培
を
保
護
す
る

た
め
、
黒

く
ろ
ぐ
さ
れ腐
菌き
ん
か
く
び
ょ
う

核
病
の
緊
急
的
な
防

除
に
係
る
費
用
の
助
成
金
40
万
円
余
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
合
板
用
の
機
械
設

備
の
整
備
を
行
う
事
業
者
に
対
す
る
助

成
金
に
つ
き
ま
し
て
、
補
助
対
象
事
業

費
が
増
加
し
た
こ
と
に
伴
う
追
加
助
成

金
３
６
４
０
万
円
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増

額
。

【
商
工
費
】

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
で
の
「
妖
怪

ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
展
」
開
催
経
費

７
５
４
万
円
余
を
増
額
。

【
土
木
費
】

　

下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
４
３
０
万
円
を
増
額
。

【
教
育
費
】

　

学
校
給
食
費
の
徴
収
管
理
を
行
う
シ

ス
テ
ム
の
導
入
経
費
６
２
５
万
円
余
な

ど
を
増
額
。

《
歳
入
の
主
な
内
容
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
な
ど
を

計
上
す
る
ほ
か
、
普
通
交
付
税
等
の
確

定
に
伴
い
、
普
通
交
付
税
６
３
２
３
万

円
余
を
減
額
す
る
一
方
、
主
な
財
源
と

し
て
臨
時
財
政
対
策
債
、
繰
越
金
な
ら

び
に
基
金
繰
入
金
を
増
額
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１
４
４
万

１
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
１
６

３
億
７
５
０
９
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
の
補
正

予
算

　

人
間
ド
ッ
ク
の
対
象
年
齢
を
74
歳
ま

で
に
拡
充
し
た
こ
と
に
伴
い
、
受
診
の

定
員
を
30
人
増
や
し
、
４
０
０
人
と
す

る
た
め
の
委
託
料
等
93
万
５
千
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
を
46
億
２
３
６
６
万

１
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
の
補
正
予

算
　

国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の

増
額
に
よ
り
、
平
成
28
年
度
に
計
画
し

て
い
た
工
事
を
前
倒
し
し
て
実
施
す
る

も
の
で
、
渡
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
築
造

工
事
費
４
８
０
０
万
円
、
下
水
道
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
費
８
６
０
０
万
円
を
そ

れ
ぞ
れ
増
額
す
る
な
ど
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
億
３
５
７
０
万
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
28
億
３
４
５
７
万
８
千
円

と
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

介
護
給
付
費
等
準
備
基
金
積
立
金

３
５
５
４
万
円
余
、
平
成
26
年
度
に
概

算
払
い
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
、
国
県

か
ら
の
交
付
金
の
精
算
に
伴
う
返
還

金
２
３
２
８
万
円
余
を
そ
れ
ぞ
れ
増

額
す
る
な
ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

５
９
４
２
万
５
千
円
を
増
額
し
、
予
算

総
額
を
35
億
９
５
８
２
万
６
千
円
と
し

ま
し
た
。

高

齢

者

福

祉

市

民

の

健

康

づ

く

り
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■
境
港
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る

条
例
お
よ
び
境
港
市
議
会
の
議
員
そ
の

他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図

る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
共

済
年
金
が
厚
生
年
金
に
統
一
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
所
要
の
整
理
を
行
い
ま
し

た
。

■
境
港
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

改
正

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
、
い
わ
ゆ
る
番
号
法
の
施
行

に
伴
う
特
定
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
等

に
つ
い
て
規
定
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

番
号
法
に
規
定
す
る
通
知
カ
ー
ド
お

よ
び
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付
に
係

る
手
数
料
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
係
る
手
数
料

を
削
除
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
特
別
医
療
費
助
成
条
例
の
一

部
改
正

　

子
ど
も
に
係
る
特
別
医
療
費
助
成
に

つ
い
て
、
15
歳
ま
で
と
し
て
い
る
受
給

対
象
を
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
18
歳

ま
で
に
拡
充
す
る
等
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

■
米
子
市
と
境
港
市
と
の
可
燃
ご
み
焼

却
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約
を
定
め

る
協
議
に
つ
い
て

■
教
育
委
員
会
委
員
に
酒
井
伊い

つ

こ

津
子
さ

ん
を
任
命

■
公
平
委
員
会
委
員
に
江え
じ
り尻

敏と
し
み美

さ
ん

を
選
任

■
職
員
懲
戒
審
査
委
員
会
委
員
に
門

哲
也
さ
ん
、
赤
石
有ゆ

う
へ
い平

さ
ん
を
再
任

■
職
員
懲
戒
審
査
委
員
会
委
員
に
門
脇

健
一
さ
ん
を
任
命

議

員

提

出

議

案

■
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
つ
い
て

適
切
な
財
政
措
置
等
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

陳

情

の

審

議

結

果

■
趣
旨
採
択

◇
原
子
力
防
災
に
お
い
て
安
定
ヨ
ウ
素

　

剤
の
事
前
配
布
を
求
め
る
陳
情

　ご通行の皆さんには、ご不便、ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

▼と　き　　11月16日（月）～12月28日（月）　　　 ▼ところ　　　　竹内町（位置図参照）

▼内　容　　車両通行止めとなりますので、迂回経路をご利用ください。※歩行者・自転車は通行できます。

▼施工業者　美保テクノス　　　　　　　　　　　　　　 ▼問い合わせ先　管理課土木係（☎47－1058）

市道の舗装修繕工事に伴い工事区間が車両通行止めとなります

9　平成２７年１１月



☆　保育園・認定こども園　☆

▼対　象

　市内在住者で、保護者の仕事や疾病などの理由により、家庭での保育が困難な乳幼児に限ります。なお、現在通って

いる保育園、認定こども園に引き続き入園を希望する場合は、継続入園の申し込みが必要です。各保育園、認定こども

園でも手続きができます。

▼募集内容

　　※１　(　)内は3歳未満児の受入可能数です。

　　※２　募集予定人数は、定員、継続入園予定人数等から算出したものです。今後変動する場合があります。

　　※３　公立保育園の１～２歳児は、市全体の入園申し込み状況に応じて新規入園の募集人数を決定します。

　　※４　開園時間は延長保育を含めたものです。

　　※５　びさい保育園の定員・募集予定人数は、美哉幼稚園分を含みます。

▼申し込み期間　１１月２日（月）～１２月４日（金）

　※申込書は、子育て支援課窓口（保健相談センター１階）、各保育園、認定こども園にあります。また、市ホームペー

　　ジにも掲載しています。

▼申し込み・問い合わせ先

　◇子育て支援課児童係（☎４７－１０４５）　◇各保育園、認定こども園

☆　幼稚園　☆
来年４月から、私立幼稚園に入園を希望する幼児を募集します。

▼対　象　２～５歳児　(平成２２年４月２日～平成２６年４月１日生まれ)

▼募集内容

※美哉幼稚園の募集予定人数は、びさい保育園分を含みます。

▼申し込み期間　随時受け付けています。

▼申し込み・問い合わせ先 (希望する幼稚園)

　◇聖心幼稚園（☎４２－２０４０）　◇美哉幼稚園（☎４２－２８３９）

名　称 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

聖心幼稚園 18 15 若干名 若干名

美哉幼稚園
（認定子ども園） － 20 若干名 ×

来年４月入園の園児を募集します来年４月入園の園児を募集します

名　称
定員 [ 人 ]
※１

募集予定人数
[ 人 ] ※２

募集する乳幼児の年齢 開園時間
※４乳児 １～２歳 ３歳以上

わたり保育園 120（15） 37（9）

× △
※３

○ 7:30 ～ 19:00あがりみち保育園 110（15） 31（8）

なかはま保育園 120（10） 52（6）

栴檀保育園 120（45） 36（9）

生後
８週後～

○

○ 7:15 ～ 19:00

みなと保育園 60（60） 27（27） ×

7:30 ～ 19:00

つばさ保育園 105（51） 13（13） ×

あまりこ保育園 150（70） 26（26） ×

育成保育園 45（45） 26（26） ×

外江保育園 150（45） 40（17） ○

夕日ヶ丘保育園 70（34） 12（12） ×
7:00 ～ 19:00

（土）7:30 ～ 18:00

びさい保育園
（認定こども園）

134（34）
※５

35（15）
※５

満 1歳～ ○ ○ 7:30 ～ 18:30

市報さかいみなと　10



児童虐待は社会全体で解決すべき問題です

　境港市では、１人でも多くの皆さんに児童虐待防止に関心を持ってもらうため、１１月の「児童虐待防止推進月

間」を中心に、境港市要保護児童対策地域協議会の構成員（福祉・教育・医療・警察機関など）で、オレンジリボ

ンたすきリレーや、オレンジリボンの配布等の児童虐待防止普及啓発のためのキャンペーンイベントを展開します。

虐待かもと思ったらすぐにお電話ください

　児童虐待かも？と思われた場合は、下記の連絡先へお電話ください。あなたの１本のお電話で、救われる子ども

がいます。

　 ▼連絡（相談）・問い合わせ先　◇子育て支援課　家庭児童相談室　（☎４７－１０７５）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇米子児童相談所　　（☎３３－１４７１）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇全国共通ダイヤル　（☎１

いちはやく

８９）

　　１１月１１月はは児童虐待防止推進月間児童虐待防止推進月間ですです

オレンジリボン運動

　「児童虐待のない社会の実現」を目指す市民運動です。

　わたしたち一人一人が「子育てにやさしい社会」を作ることが、

児童虐待の防止につながります。児童虐待防止に賛同される人が、

それぞれ胸にオレンジリボンを着けることで、児童虐待防止の活

動に参加できます。

　申請の提出期限が迫ってきました！申請はお済みですか？

　～子育て世帯臨時特例給付金のお知らせ～
　平成２６年度に続き、今年度も子育て世帯臨時特例給付金の支給が始まっています。

　支給対象となる人は忘れずに申請してください。

▼支給対象者　平成２７年６月分の児童手当の受給者

　　　　　　　※児童手当の所得制限限度額以上の人は除きます。

　　　　　　　※境港市で申請ができるのは、今年５月３１日時点で境港市に住民登録のある人です。

▼支給額　　対象児童１人につき３千円（※支給は１回限りです。）

▼提出期限　１１月３０日（月）

　　　　　　※提出期限を過ぎた場合は、給付金が支給されません。

　　　　　　※申請書がお手元にない場合や、申請書の書き方がわからない

　　　　　　　場合は、お問い合わせください。

▼提出・問い合わせ先　子育て支援課児童係（保健相談センター内）

　　　　　　　　　　　（☎４７‐１０４６） コソダテカクニンジャ

今年度の標語　「もしかして」 あなたが救う 小さな手

11　平成２７年１１月



境 水 道

大
正
川JR境

港駅

（鬼太
郎駅）

フェリ
ーのり

ば

ホテル
（建設中

）

水木しげる
記念館

河童の泉

至 市役所

実験区間(600ｍ)

妖怪神社

N

車両一方通行

左折進入は
できません矢印方向のみ

進入できます
左折進入は
できません

右折進入は
できません

車両一
方通行

右折進入は
できません右折進入は

できません

左折進入は
できません

車両一方通行

大
正
川

N

河童の泉

N

交通規制について

水木しげるロードの車線運用が変更になりますので、実験内容を十分にご理解いただき、
安全で円滑な交通の確保にご協力をおねがいします。

河童の泉付近交差点 大正川交差点

実験期間：平成27年11月21日土～11月29日日

実験のイメージ図

左折禁止

右折禁止

右折禁止

左折禁止矢印方向のみ
進入できます

直進できません

水木しげるロードの水木しげるロードの
   一方通行化社会実験をおこないます   一方通行化社会実験をおこないます
　水木しげるロードのリニューアルに向け、リニューアルの設計内容をもとに、交通社会実験を行います。

　期間中は、以下の内容で交通規制を行い、一方通行や歩道の拡幅による周辺道路を含めた交通への影響などを確認し

ます。皆さんのご理解とご協力をお願いいたしします。

▼と　き　１１月２１日（土）から１１月２９日（日）まで

▼内　容　◇本町から大正町に向かって一方通行

　　　　　◇２車線から１車線へ

　　　　　◇歩道の拡幅

　　　　　※期間中、はまるーぷバスは、迂回運行となります。

【問い合わせ先】

　水木しげるロードリニューアル社会実験協議会（建設部管理課内）

　　☎47－1015    FAX 44－ 3094    Mail kanri@city.sakaiminato.lg.jp

至
JR
境
港
駅
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第１１回　境港市読書活動推進大会

～赤ちゃんから大人まで本で楽しいひとときを～赤ち んか 大人ま 本 楽し とときを

『境港市読書まつり』『境港市読書まつり』

《 故 事 成 語 展 》

　まんが・故事成語の作者 楠
くすのき

麻貴子さんの原画展。

紙芝居もあります。

《 １ 箱 本 屋 さ ん 》

　みんなが本屋の店長さんになって、自前の本を販

売します。

▼じかん　午後０時２０分～３時

▼ところ　市民会館　展示室

《手作りカレー等販売！》
《 写　真　展　示 》
「家族と本のある風景」

▼じかん　正午～午後３時

▼ところ　市民活動センター

　境港親と子どもの劇場による

《乳幼児と楽しむ絵本とわらべうた》

▼じかん　午後０時３０分～１時

▼ところ　市民会館　和室１号

▼問い合わせ先

　生涯学習課生涯学習係（☎４７－１０９１）

《図書館クイズラリー》

　みんなで参加して景品をゲットしよう！

▼じかん　午後３時３０分まで

▼コース　①中央公民館スタート！

　　　　　②和室２号

　　　　　③第１会議室

　　　　　④展示室

　　　　　⑤市民活動センター

　　　　　⑥市民図書館

《 講　演　会 》

▼講　師　松田　暢
のぶこ

子さん

　　　　　（日野町図書館長）

▼じかん　午前１１時１５分～午後０時１５分

▼ところ　中央公民館

《学校図書館展示》

　市内小・中学校図書館の取り組みを紹介

します。ぜひ、ご覧ください。

▼じかん　午後１時～２時３０分

▼ところ　市民会館　第１会議室

《読みメンによるお話し会》

▼じかん　午後２時３０分～３時

▼ところ　市民会館　第１会議室

　《科学じっけん教室
　　　未来のはかせを目指そう！》

米子工業高等専門学校出前講座

☆光の作用を使った化学実験

☆液体窒素の実験

▼じかん　午後１時２０分～２時２０分

▼ところ　中央公民館

【と　き】　１１月２９日（日）午前１１時～　開会式（中央公民館）

【ところ】　市民会館・市民図書館

《 き ら め く 蔵 書 票 展 》
《 大 型 絵 本 等 の 展 示 》
《 読 み メ ン コ ー ナ ー 》

▼じかん　午後０時２０分～３時

▼ところ　市民会館　和室２号

13　平成２７年１１月



　

市
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法
の
改

正
な
ど
を
反
映
す
る
た
め
、
市
地
域

防
災
計
画
等
を
見
直
し
、
こ
の
た
び

市
防
災
会
議
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
本
計
画
の
主
な
修
正
点
に

つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
計
画
の
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

震
災
・
風
水
害
対
策
編

の

修

正

ポ

イ

ン

ト

【
災
害
配
備
体
制
の
強
化
】

　

配
備
体
制
お
よ
び
配
備
基
準
を
見

直
し
ま
し
た
。
地
震
時
の
配
備
体
制

の
基
準
と
な
る
震
度
を
引
き
下
げ
る

な
ど
、
こ
れ
ま
で
よ
り
早
い
段
階
で

警
戒
本
部
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
職
員
は
、
あ
ん
し
ん

ト
リ
ピ
ー
メ
ー
ル
に
登
録
し
配
備
体

制
の
基
準
と
な
る
気
象
警
報
等
を
受

信
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
平
時

よ
り
講
じ
て
お
く
べ
き
対
策
を
明
記

し
、
速
や
か
に
災
害
配
備
体
制
を
取

れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【
避
難
所
の
指
定
】

　

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
を
反
映

し
、
災
害
時
に
緊
急
的
に
避
難
す
る

指
定
緊
急
避
難
所
や
被
災
者
が
避
難

生
活
を
送
る
た
め
の
指
定
避
難
所
等

の
避
難
所
の
種
類
と
指
定
に
つ
い
て

記
載
し
ま
し
た
。
な
お
、
市
は
市
有

施
設
に
つ
い
て
は
す
で
に
指
定
お
よ

び
県
へ
の
通
知
を
し
て
お
り
、
こ
れ

は
県
内
初
で
す
。
今
後
も
公
共
施
設

等
の
指
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
放
置
車
両
の
撤
去
に
係
る

　
　
　
　
　
　
　
　

措
置
を
追
加
】

　

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、

災
害
時
等
の
緊
急
車
両
が
通
行
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
道
路

管
理
者
は
、
放
置
車
両
や
立
ち
往
生

車
両
を
車
両
所
有
者
の
許
可
な
く
撤

去
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
避
難
所
運
営
に
女
性
参
画
に
つ
い

て
の
記
述
を
追
加
】

　

男
女
の
ニ
ー
ズ
の
違
い
を
踏
ま
え
、

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
、
避
難

所
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に

避
難
所
運
営
へ
の
女
性
参
画
の
推
進
、

女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
な
ど
の

配
慮
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
プ
レ
イ
ス
ペ
ー

ス
の
設
置
な
ど
、
子
育
て
家
庭
に
配

慮
し
た
避
難
所
運
営
に
努
め
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

【
住
民
の
責
務
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　

記
述
を
追
加
】

　

日
頃
か
ら
、
食
料
や
生
活
必
需
品

の
備
蓄
や
、
災
害
に
備
え
る
た
め
の

手
段
を
講
ず
る
こ
と
、
防
災
訓
練
な

ど
に
自
発
的
に
参
加
す
る
よ
う
努
め

る
こ
と
を
追
記
し
ま
し
た
。

【
不
発
弾
処
理
に
関
す
る
事
項
を
新

設
】

　

昨
年
の
不
発
弾
処
理
の
事
案
を
受

け
、
警
戒
区
域
の
設
定
や
避
難
所
の

開
設
お
よ
び
避
難
計
画
の
作
成
な
ど

を
規
定
し
た
計
画
を
新
た
に
作
成
し

ま
し
た
。

津

波

対

策

編

の

修

正

ポ

イ

ン

ト

【
避
難
勧
告
等
の
発
出
基
準
の
修
正
】

　

津
波
発
生
時
は
速
や
か
な
避
難
が

必
要
な
の
で
、
避
難
準
備
情
報
や
避

難
勧
告
は
発
令
せ
ず
、
避
難
指
示
の

み
を
発
令
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
避
難
指
示
を
発
令
す
る
区

域
を
、発
出
さ
れ
た
情
報
の
区
分（
注

意
報
、
警
報
な
ど
）
ご
と
に
定
め
ま

し
た
。

 
地
域
防
災
計
画
等
を

    　
　
　
　

修
正
し
ま
し
た

▼問い合わせ先

　自治防災課危機管理室

　（☎47－1071）

勧告等の区分 情報の区分 対象者、対象地域 情報伝達方法

避難準備情報

防災行政無線・

市広報車・消

防団車両によ

る広報、緊急

速報メールな

ど

避難勧告

避難指示

①

津波注意報
【発表される津波の高さ】
数値：1ｍ　定性的表現：（表記しない）

境水道、中海、美保
湾（弓ヶ浜）の沿岸
地域

津波警報
【発表される津波の高さ】
数値：3ｍ　定性的表現：高い

市内全域
大津波警報

【発表される津波の高さ】
数値：10 ｍ超、10 ｍ、5ｍ
定性的表現：巨大

②

停電、通信途絶等により、津波警報などを適時に受け
取ることができない状況において、強い揺れを感じた
場合、あるいは揺れは弱くても１分程度以上の長い揺
れを感じた場合

備　考
※①および②の全ての判断基準を採用することが必須ではなく、実情等に応じて取捨選択して発出さ
れます。

【避難勧告等の発出基準】

※遠地地震の場合の避難勧告等について

　気象庁が、津波警報等が発表される前から津波の到達予測時刻等の情報を「遠地地震に関する情報」の中で発表される場合

があります。この遠地地震に関する情報の後に津波警報等が発表される可能性があることを認識し、避難勧告等の発令を検討

します。

市報さかいみなと　14



原

子

力

防

災

対

策

編

の

修

正

ポ

イ

ン

ト

【
原
子
力
防
災
体
制
の
強
化
】

　

市
の
配
備
体
制
お
よ
び
配
備
の
基

準
を
見
直
し
ま
し
た
。
配
備
基
準
の

震
度
を
引
き
下
げ
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
よ
り
早
い
段
階
で
警
戒
本
部
を
設

置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
は
島
根
地
域
原
子
力
防

災
協
議
会
を
設
置
し
、
市
の
防
災
計

画
や
避
難
計
画
の
具
体
化
、
防
災
体

制
の
充
実
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

【
原
子
力
防
災
訓
練
等
を
通
じ
た
見

直
し
】

　

国
か
ら
避
難
退
域
時
検
査
（
旧
名

称

：

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
）
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

車
両
で
避
難
す
る
住
民
の
検
査
を
車

両
の
検
査
で
代
用
す
る
こ
と
や
、
乗

員
の
代
表
者
に
対
し
て
検
査
を
行
う

な
ど
、
具
体
的
な
手
順
を
明
記
し
ま

し
た
。

広
域
住
民
避
難
計
画
（
島
根
原
子

力
発
電
所
対
応
）
修
正
ポ
イ
ン
ト

【
避
難
方
法
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　

記
述
の
具
体
化
】

　

避
難
方
法
（
避
難
行
動
要
支
援
者

の
避
難
含
む
）
に
関
す
る
記
述
を
具

体
化
し
ま
し
た
。

①
避
難
に
必
要
な
車
両
数
を
見
積
も

り
、
車
両
が
不
足
す
る
場
合
は
県
を

通
じ
て
あ
ら
か
じ
め
国
に
確
保
を
要

請
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

②
避
難
支
援
ポ
イ
ン
ト
を
避
難
退
域

時
検
査
会
場
に
併
設
し
、
避
難
途
中

の
住
民
に
、
道
路
情
報
や
避
難
所
情

報
な
ど
の
避
難
に
必
要
な
情
報
お
よ

び
、
飲
料
水
や
食
料
な
ど
の
物
資
の

提
供
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

避難行動要支援者避難のイメージ

車両検査の様子

避難退域時検査の様子

15　平成２７年１１月



▼問い合わせ先

　財政課財政係（☎47－1012）

区　別 予算現額 収入済額 収入率

市 税 36 億 9,935 万円 23 億 5,203 万円 63.6％

地 方 交 付 税 34 億 5,676 万円 22 億 7,677 万円 65.9％

国・県支出金 34 億 3,667 万円 8億 8,498 万円 25.8％

市 債 13 億 9,340 万円 1億 9,000 万円 13.6％

そ の 他 51 億 7,583 万円 16 億 1,632 万円 31.2％

合 計 171 億 6,201 万円 73 億 2,010 万円 42.7％

区　分
１人当たり
の負担額

１世帯当たり
の負担額

備　考

市 税 104,872 円 243,618 円

人口

　35,275 人

世帯数

　15,185 世帯

国民健康

保 険 税
83,676 円 133,077 円

被保険者数

　7,831 人

対象世帯数

　4,924 世帯

総務費（執行率：26.4％）

予算現額　21億 4,675 万円

支出済額　  5 億 6,646 万円

民生費（執行率：38.7％）

予算現額　52億 3,486 万円

支出済額　20億 2,466 万円

衛生費（執行率：39.8％）

予算現額　11億 9,187 万円

支出済額　  4 億 7,405 万円

商工費（執行率：70.9％）

予算現額　24億 2,178 万円

支出済額　17億 1,645 万円

その他（執行率：40.7％）

予算現額　10億 5,446 万円

支出済額　  4 億 2,886 万円

公債費（執行率：46.7％）

予算現額　14億 4,052 万円

支出済額　  6 億 7,221 万円

教育費（執行率：40.5％）

予算現額　18億 4,529 万円

支出済額　  7 億 4,701 万円

土木費（執行率：11.1％）

予算現額　18億 2,648 万円

支出済額　  2 億   243 万円

一般会計歳出一般会計歳出

予算現額：171 億 6,201 万円

支出済額：  68 億 3,213 万円

　　　　　（執行率：39.8％）

一般会計歳入一般会計歳入 市民の税負担状況市民の税負担状況

境 港 市 の　 財 政 状 況財 政 状 況
　境港市は、市民の皆さんが納める税金や国から交付される地方交付税

などで運営されています。これら収支の状況は、毎年２回財政公表とし

てお知らせしています。今回は平成２７年度予算の執行状況や市債の状

況などについてお知らせします。

（平成２７年９月３０日現在）
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境 港 市 の　 財 政 状 況境 港 市 の　

用

語

の

説

明

【
一
般
会
計
】

　

市
が
行
う
行
政
運
営
の
基
本
的
な

経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
、
市
の
会

計
の
中
心
と
な
る
も
の
で
す
。

【
特
別
会
計
】

　

市
が
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に

一
般
会
計
と
区
別
し
て
設
置
す
る
も

の
で
す
。

【
公
営
企
業
会
計
】

　
「
独
立
採
算
」
を
原
則
と
す
る
会

計
で
、
特
別
会
計
の
う
ち
※
印
の
も

の
で
す
。

【
市　

税
】

　

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、
皆

さ
ん
が
市
に
納
め
る
税
金
で
す
。

【
地
方
交
付
税
】

　

所
得
税
や
法
人
税
な
ど
、
国
が
徴

収
し
た
税
金
の
う
ち
、
市
の
財
政
状

況
な
ど
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
で
す
。

【
国
・
県
支
出
金
】

　

工
事
や
福
祉
、
教
育
事
業
な
ど
、

特
定
の
事
業
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、

国
ま
た
は
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

で
す
。

【
市　

債
】

　

大
き
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、
国

や
金
融
機
関
等
か
ら
借
り
る
市
の
借

金
で
す
。

【
総
務
費
】

　

課
税
徴
収
、
市
民
活
動
、
広
報
、

情
報
処
理
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
民
生
費
】

　

障
が
い
者
、
高
齢
者
、
保
育
園
、

生
活
保
護
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
衛
生
費
】

　

健
康
診
断
や
予
防
接
種
、
ご
み
処

理
、
し
尿
処
理
等
に
関
す
る
経
費
で

す
。

【
商
工
費
】

　

各
種
資
金
融
資
や
観
光
振
興
等
に

関
す
る
経
費
で
す
。

【
土
木
費
】

　

道
路
、
公
園
の
整
備
や
維
持
管
理
、

市
営
住
宅
管
理
等
に
関
す
る
経
費
で

す
。

【
教
育
費
】

　

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
、
図
書
館
、

公
民
館
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
公
債
費
】

　

市
が
借
り
入
れ
た
借
金
（
市
債
）

の
返
済
に
要
す
る
経
費
で
す
。

【
一
時
借
入
金
】

　

支
出
す
る
現
金
が
不
足
し
た
と
き

に
、
資
金
繰
り
の
た
め
金
融
機
関
か

ら
一
時
的
に
借
り
る
お
金
で
す
。

【
基　

金
】

　

特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て

ら
れ
る
資
金
等
で
、
市
の
貯
金
で
す
。

会計名 未償還額

一 般 会 計 124 億 6,814 万円

下水道事業費特別会計 104 億   658 万円

そ の 他 特 別 会 計 7億 9,482 万円

合 計 236 億 6,954 万円

会計名 借入金額

一 般 会 計 7億 4,000 万円

会計名
（※印：公営企業会計）

予算現額
収入済額

支出済額

国民健康保険費 46 億 2,366 万円
17 億 7,214 万円

19 億 8,979 万円

駐 車 場 費 ※ 1億 7,511 万円
1,986 万円

1億 4,689 万円

下水道事業費※ 29 億 1,728 万円
3億 5,053 万円

9億 3,599 万円

高齢者住宅整備
資金貸付事業費

564 万円
37 万円

30 万円

介 護 保 険 費 35 億 9,583 万円
14 億 4,342 万円

14 億 5,810 万円

土地区画整理費※ 4億 7,785 万円
1,224 万円

4億 6,907 万円

市 場 事 業 費 ※ 2億 9,346 万円
2,417 万円

4,675 万円

後期高齢者医療費 3億 7,596 万円
1億 2,913 万円

1億 3,004 万円

特別会計予算の執行状況特別会計予算の執行状況 市債の現在高市債の現在高

一時借入金の現在高一時借入金の現在高

市財産の状況市財産の状況

基金

44 億 2,280 万円

土地

1,786,113 平方㍍

建物

143,422 平方㍍

有価証券・出資金など

2億 5,022 万円

市民１人当たりの市債現在高

（公営企業会計を除く）

　　　353,524 円

17　平成２７年１１月



情報あらかると

図書館に行こう図書館に行こう！！
と 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　いと 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　い

「戦
せん

争
そう

童
どう

話
わ

集
しゅう

～忘れてはイケ

ナイ物
もの

語
がた

り～」原
げん

作
さく

・野
の

坂
さか

昭
あき

如
ゆき

、絵
え

・黒
くろ

田
だ

征
せい

太
た

郎
ろう

「戦
せん

争
そう

童
どう

話
わ

集
しゅう

」絵
え

本
ほん

として刊
かん

行
こう

。

　戦
せん

後
ご

７０年
ねん

経
た

った今
いま

、日
にち

独
どく

間
かん

には大
おお

きな違
ちが

いが生
しょう

じてい

る。日
に

本
ほん

が今
こん

後
ご

重
じゅう

視
し

すべき問
もん

題
だい

を浮
う

き彫
ぼ

りにする。

　伝
でん

説
せつ

となったスタンフォー

ド大
だい

学
がく

卒
そつ

業
ぎょう

式
しき

でのジョブズの

スピーチを理
り

論
ろん

言
げん

語
ご

学
がく

の著
ちょ

者
しゃ

が完
かん

全
ぜん

解
かい

釈
しゃく

。

　岩
いわ

手
て

県
けん

知
ち

事
じ

、総
そう

務
む

大
だい

臣
じん

を務
つと

めた著
ちょ

者
しゃ

が、日
に

本
ほん

各
かく

地
ち

の成
せい

功
こう

事
じ

例
れい

を紹
しょう

介
かい

し、「地
ち

方
ほう

消
しょう

滅
めつ

」

させない成
せい

功
こう

の極
ごく

秘
ひ

を公
こう

開
かい

。

今
こん

月
げつ

の新
しん

規
き

・寄
き

贈
ぞう

図
と

書
しょ

◇２０世
せい

紀
き

の平
へい

和
わ

思
し

想
そう

　　　　（小
こ

菅
すげ

信
のぶ

子
こ

）

◇岐
き

路
ろ

から未
み

来
らい

へ　　　　（共
きょう

同
どう

通
つう

信
しん

社
しゃ

編
へん

）

◇たたかう植
しょく

物
ぶつ

　　　　　　　（稲
いな

垣
がき

栄
ひで

洋
ひろ

）

◇総
そう

理
り

にされた男
おとこ

　　　　　　（中
なか

山
やま

七
しち

里
り

）

◇日
に

本
ほん

人
じん

ビジネスマン、アフリカで蚊
か

帳
や

を

　売
う

る　　　　　　　　　　　（浅
あさ

枝
えだ

敏
とし

行
ゆき

）

◇驚
おどろ

きの皮
ひ

膚
ふ

　　　　　　　　（傳
でん

田
だ

光
みつ

洋
ひろ

）

◇王
おう

とサーカス　　　　　　　（米
よね

澤
ざわ

穂
ほ

信
のぶ

）

◇マンガの論
ろん

点
てん

　　　　　　　（中
ちゅう

条
じょう

省
しょう

平
へい

）

◇三
さん

匹
びき

の犬
いぬ

と眠
ねむ

る夜
よる

　　　　　（落
おち

合
あい

恵
けい

子
こ

）

◇台
だい

所
どころ

に敗
はい

戦
せん

はなかった　　　（魚
うお

柄
つか

仁
じんのすけ

之）

◇血
ち

の弔
ちょう

旗
き

　　　　　　　　　（藤
ふじ

田
た

宜
よし

永
なが

）

◇権
けん

力
りょく

の終
しゅう

焉
えん

　　　　（モイセス・ナイム）

　　　　　　　　　　　ほか、計
けい

334冊
さつ

☆貸
かし

出
だし

冊
さつ

数
すう

・期
き

間
かん

　１
ひとり

人５冊
さつ

・２週
しゅう

間
かん

市
し

民
みん

図
と

書
しょ

館
かん

（☎47－1099）

◆開
かい

館
かん

時
じ

間
かん

　午
ご

前
ぜん

９時
じ

３０分
ぷん

～午
ご

後
ご

６時
じ

３０分
ぷん

　　　　　【土
ど

・日
にち

・祝
しゅく

日
じつ

は午
ご

後
ご

６時
じ

閉
へい

館
かん

】

◆休
きゅう

館
かん

日
び

　　毎
まい

月
つき

第
だい

２木
もく

曜
よう

日
び

・毎
まい

月
げつ

末
まつ

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

小ち
い

さ
い
潜せ

ん

水す
い

艦か
ん

に
恋こ

い

を
し
た

　

で
か
す
ぎ
る
ク
ジ
ラ
の
話

は
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　

野の

坂さ
か

昭あ
き

如ゆ
き

日に

本ほ
ん

と
ド
イ
ツ
ふ
た
つ
の
「
戦せ

ん

後ご

」

　
　
　
　
　
　
　

  

熊く
ま

谷が
い　

徹
と
お
る

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
の

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大だ

い

学が
く

卒
そ
つ
ぎ
ょ
う
し
き

業
式
講こ

う

演え
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

畠
は
た
け

山や
ま

雄ゆ
う

二じ

地ち

方
ほ
う

創
そ
う

生せ
い

ビ
ジ
ネ
ス
の
教

き
ょ
う

科か

書
し
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　

増ま
す

田だ

寛
ひ
ろ

也や

あ
の
時
、
こ
の
今

あ
の
時
、
こ
の
今

　
　

〜

　
　

〜
写
真
で
振
り
返
る
〜

写
真
で
振
り
返
る
〜

　

境
港
市
は
、
来
年
の
４
月
で
、
市
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
60
年
目
を
迎

え
ま
す
。

　

町
や
村
か
ら
、
現
在
の
「
市
」
へ
至

る
歴
史
を
振
り
か
え
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

戦
後
は
、
ど
の
町
村
も
深
刻
な
財
政

難
に
陥
り
、
こ
の
対
策
と
し
て
国
や
県

が
と
っ
た
の
は
、
町
村
規
模
の
合
理
化
、

す
な
わ
ち
町
村
合
併
策
で
し
た
。
弓
浜

地
区
12
町
村
に
お
い
て
も
、
合
併
は
避

け
ら
れ
な
い
現
実
課
題
で
し
た
。

　

昭
和
27
年
７
月
、
西
伯
郡
町
村
合
併

促
進
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
い
て
出
さ

れ
た
知
事
勧
告
は
、
弓
浜
部
を
二
分
し

て
、「
①
渡
村
、
外
江
町
、
境
町
、
上

道
村
、
余
子
村
、
中
浜
村
、
大
篠
津
村

を
合
併
し
て
新
市
を
形
成
す
る
。
②
和

田
村
、
富
益
村
、
夜
見
村
、
彦
名
村
、

崎
津
村
は
米
子
市
に
合
併
す
る
」
と
い

う
も
の
で
し
た
。

　

紆
余
曲
折
を
経
て
、
昭
和
29
年
５
月

に
、
大
篠
津
村
を
除
く
６
町
村
に
知
事

の
合
併
勧
告
が
出
さ
れ
、
７
月
に
合
併

調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
人
口
が
市
制
実
施
の
規
定

人
口
（
３
万
人
）
に
満
た
な
か
っ
た
た

め
、
新
町
「
境
港
町
」
と
し
て
の
出
発

で
し
た
。

　

市
史
に
よ
る
と
、
新
町
名
の
由
来
は
、

「
合
併
の
中
心
で
、
古
く
か
ら
港
町
と

し
て
全
国
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
境
町

の
『
境
』
と
、
新
町
の
性
格
特
色
を
最

も
端
的
に
表
現
し
、
か
つ
建
設
の
理
念

を
表
す
『
港
』
を
つ
け
て
『
境
港
』
と

し
た
」
と
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
昭
和
31
年
４
月
１
日
、
面

積
19
・
４
６
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人

口
３
万
３
２
５
６
人
を
も
っ
て
境
港
市

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

初
代
市
長
に
就
任
し
た
足
立
実
み
の
る

市
長

は
、旧
境
町
役
場
（
現
在
の
境
公
民
館
）

を
市
庁
舎
と
し
、
旧
６
町
村
の
和
を
軸

に
し
て
、「
港
湾
を
有
す
る
産
業
文
化

都
市
」
実
現
を
目
指
し
て
新し

ん

政せ
い

を
開
始

し
ま
す
。

　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室　

松
本
修
一
）

境 港  の  あ ゆ み境 港  の  あ ゆ み

市政出発（昭和 31 年）

境町役場跡地

（現在の境公民館）
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　ＩＰ電話（インターネット回線を利用する電話サー

ビス）が普及し、固定電話利用者の約６割に利用され

ていますが、その一方で様々なトラブルの相談が寄せ

られています。

　特に高齢者からの相談が多く注意が必要です。

【事例１】

　料金が安くなると言われＩＰ電話を契約したが、安

くならなかった

【事例２】

　電話勧誘を受けて資料送付を依頼しただけなのに、

契約したことになっていた

【事例３】

　ＩＰ電話を契約したが、家族に反対されたのでクー

リング・オフしたい

【アドバイス】

○ＩＰ電話はインターネット回線を利用するため、多

くの場合が光回線やプロバイダ、その他オプション

サービス等をセットで契約することになります。これ

らのサービスの利用料金も発生するので支払い総額を

確認する必要があります。

○電気通信サービスにはクーリング・オフの適用があ

りません。事業者の多くは、契約期間内に通信契約を

解約すると解約料がかかる料金体系を取っています。

○特に電話勧誘の場合、契約内容や解約条件等、事業

者の口頭の説明だけでは理解することは難しいと思わ

れます。勧誘されてもすぐに返事はせず、家族等に相

談し、必要なければきっぱり断りましょう。

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

　ＩＰ電話に関する相談が増加

消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

162消費生活相談室です消費生活相談室です

お忘れなく！
国 民 健 康 保 険 税 ５ 期

後期高齢者医療保険料５期

介 護 保 険 料 ４ 期

の納期限は

１１月３０日（月）
・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限後
  ２０日以内に督促状を発送します

地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ

　交通事故の多くは、朝夕の交通量の多い時間帯に発生しています。

　これから、年末に向けて日が暮れるのも早くなり、夕暮れ時から

夜間にかけて重大事故が多発することが予想されます。

▼ドライバー

　早めに前照灯を点灯し、車の接近を他の車や歩行者などに知らせま

しょう。また、ハイビームとロービームを効果的に使い分けましょう。

▼歩行者

　夕方以降の外出時は、明るい服装を心がけ、

反射材を身につけましょう。

▼自転車利用者　

　早めにライトを点灯し、反射材用品を

活用しましょう。

前照灯の早期点灯と反射材用品の活用

147

女性に対する暴力をなくす運動

　暴力は相手が誰であっても、どんな理由があろうと

も、許されるものではありません。とりわけ、パート

ナーからの暴力やセクハラ、性犯罪、ストーカー行為

等々、女性に対する様々な形態の暴力は、女性の人権

と尊厳を著しく侵害するものです。このような問題を

社会からなくすには、女性の人権を尊重するための意

識啓発や教育の充実を、常日頃より積み重ねていかな

ければなりません。

　11月 12日（木）から25日（水）は、「女性に対

する暴力をなくす運動」の期間です。この運動を一つ

の機会として、誰もが加害者にも被害者にもならない

社会にしていく努力をしていきましょう。まず身近な

パートナーとの関係を振り返ってみてはいかがです

か。

（出典：内閣府 男女共同参画局）

　女性に対する暴力根絶のためのシンボルマーク

※１１月２５日は女性に対する暴力撤廃国際日
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informationinformation

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
‐
ア
ラ
ー
ト
）の
試
験
放
送

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
‐

ア
ラ
ー
ト
）
は
、
国
か
ら
送
ら
れ
て

く
る
地
震
・
津
波
な
ど
の
災
害
情
報

や
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
有
事
情
報
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
防
災
行
政
無
線
を

通
じ
て
瞬
時
に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

　

こ
の
度
、
全
国
一
斉
に
放
送
試
験

が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▼
と　

き

　

11
月
25
日
（
水
）　

午
前
11
時
頃

▼
放
送
内
容

①
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
（
ピ
ン
ポ
ン

　

パ
ン
ポ
ン
）

②
「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
。」
を

　

３
回
繰
り
返
し
。

③「
こ
ち
ら
は
、防
災
境
港
市
で
す
。」

④
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
（
ピ
ン
ポ
ン

　

パ
ン
ポ
ン
）

▼
そ
の
他

　

災
害
の
発
生
や
気
象
の
状
況
に
よ

り
、
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
危
機
管
理
室　
　

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
１
）

季
節
金
融
対
策
資
金

▼
貸
付
対
象
者

　

市
内
で
１
年
以
上
の
事
業
実
績
が

あ
り
、
市
税
の
滞
納
が
な
く
、
中
小

企
業
信
用
保
険
法
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
の
で
き
る
中
小
企
業
者

▼
貸
付
限
度
額　

３
０
０
万
円

▼
貸
付
期
間　

６
カ
月
以
内

▼
申
込
期
間

　

11
月
10
日
（
火
）
〜
17
日
（
火
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

期
間
中
に
、
山
陰
合
同
銀
行
、
鳥

取
銀
行
、
島
根
銀
行
、
米
子
信
用
金

庫
、
鳥
取
西
部
農
業
協
同
組
合
の
市

内
各
支
店
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
融
資
の
決
定

　

融
資
枠
を
超
え
る
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
。 

　

融
資
に
は
、
金
融
機
関
所
定
の
手

続
き
・
審
査
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
６
）

飼

い

犬

の

登

録
・

狂
犬
病
予
防
接
種
等

▼
犬
を
飼
い
始
め
た
ら
「
登
録
」
を

し
ま
し
ょ
う

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
90

日
を
経
過
し
た
犬
は
登
録
（
生
涯
１

回
）
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
他
市
町

村
か
ら
転
入
さ
れ
た
り
、
飼
い
主
が

変
わ
っ
た
場
合
は
、
届
け
出
が
必
要

で
す
。

▼
犬
が
死
亡
し
た
ら
、
必
ず
届
け
出

ま
し
ょ
う

　

飼
い
犬
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、

登
録
台
帳
か
ら
抹
消
し
ま
す
の
で
、

必
ず
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
狂
犬
病
予
防
注
射
は
お
済
み
で
す

か
？

　

犬
に
は
、
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

毎
年
１
回
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
だ
注
射
を
実
施
し
て
い

な
い
場
合
は
、
速
や
か
に
か
か
り
つ

け
の
動
物
病
院
で
接
種
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
犬
の
登
録
と
注
射
済
票
の
交
付
に

つ
い
て

　

犬
の
新
規
登
録
と
注
射
済
票
の
交

付
は
、
環
境
衛
生
課
ま
た
は
県
西
部

地
区
に
あ
る
動
物
病
院
（
15
医
院
）

で
で
き
ま
す
。

▼
所
有
者
明
示
を
必
ず
し
ま
し
ょ
う

　

鑑
札
や
迷
子
札
が
装
着
さ
れ
て
お

ら
ず
飼
い
主
の
元
に
戻
れ
な
い
犬
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
収
容
さ
れ
た
犬

は
、
一
定
期
間
経
過
す
る
と
譲
渡
や

殺
処
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

行
方
不
明
に
な
っ
た
ら
、
い
つ
か

戻
っ
て
く
る
と
考
え
ず
、
速
や
か
に

市
や
県
西
部
総
合
事
務
所
に
連
絡
し

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
鑑
札
、
注
射
済

票
の
装
着
は
、
法
律
に
よ
り
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課
環
境
対
策
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
０
）

※
野
良
犬
や
犬
の
飼
い
方
等
に
関

す
る
苦
情
・
相
談
は
、
西
部
総
合

事
務
所
生
活
環
境
局
（
☎
31
‐

９
３
２
０
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

受
託
医
療
機
関
の
一
部
取
り
止
め

　

先
月
中
旬
に
市
か
ら
お
送
り
し
た

受
診
券
の
受
託
医
療
機
関
一
覧
表
に

記
載
さ
れ
て
い
る
「
た
ち
か
わ
耳
鼻

咽
喉
科
」
は
、
受
託
を
取
り
止
め
た

た
め
、
受
診
券
を
使
用
し
た
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
０
）

県
民
手
帳
を
販
売
し
て
い
ま
す

　

２
０
１
６
年
版
鳥
取
県
民
手
帳
を

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

日
記
式
手
帳
で
、
境
港
市
や
鳥
取

県
に
関
す
る
様
々
な
情
報
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
購
入
の
う

え
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
価　

格　

７
０
０
円
（
税
込
）

▼
サ
イ
ズ　

縦
14
㎝
×
横
８
㎝

▼
色　

６
色
（
黒
、
赤
、
ピ
ン
ク
、

ブ
ラ
ウ
ン
、
ブ
ル
ー
、
グ
リ
ー
ン
）

▼
販
売
場
所

　

総
務
課
行
政
係
（
本
館
２
階
）

※
市
役
所
で
の
販
売
は
、
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
７
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

有　

料　

広　

告
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informationinformation

鳥
取
県
最
低
賃
金
の
改
正

　

10
月
４
日
か
ら
鳥
取
県
最
低
賃
金

が
１
時
間
６
９
３
円
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

　

鳥
取
県
最
低
賃
金
は
、
業
種
や
規

模
お
よ
び
常
用
・
臨
時
・
ア
ル
バ
イ

ト
・
パ
ー
ト
・
嘱
託
な
ど
の
雇
用
形

態
や
呼
称
に
か
か
わ
ら
ず
、
県
内
の

事
業
所
で
働
く
全
て
の
労
働
者
と
そ

の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
額
に
は
、
次
の
賃
金
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

①
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族

　

手
当

②
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

③
１
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払

　

わ
れ
る
賃
金

④
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
お
よ
び

　

深
夜
労
働
の
割
増
賃
金

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
（
☎
０
８
５
７
‐
29
‐
１
７
０
５
）

国
保
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
さ
れ
た
人
へ

　

８
月
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ

た
人
の
中
か
ら
、
抽
選
で
30
人
に
記

念
品
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
早
め
に
健
診
を
受
診
し
、
健
康

づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
６
）

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

〜
無
防
備
な 

心
に
火
災
が

　
　
　
　
　
　
　
　

か
く
れ
ん
ぼ
〜

▼
重
点
目
標

「
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
」

　

火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
被
害
を

減
少
さ
せ
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

境
港
消
防
署

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
０
１
１
９
）

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

　

女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題

の
解
決
を
図
る
た
め
、
全
国
一
斉
に

電
話
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
実
施
期
間
・
受
付
時
間

　

11
月
16
日
（
月
）
〜
22
日
（
日
）

◇
平　

日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

◇
土
・
日
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
専
用
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

▼
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局
職

員▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
（
☎
０
８
５
７
‐
22
‐
２
４
７
０
）

犯
罪
被
害
者
週
間

　

あ
る
日
突
然
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
、

命
を
奪
わ
れ
た
り
、
傷
害
を
負
っ
て

し
ま
っ
た
り
と
い
う
こ
と
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
被
害
者
や
そ
の
家
族
は
、

直
接
的
な
被
害
の
ほ
か
に
、
い
わ
れ

の
な
い
う
わ
さ
や
中
傷
に
よ
り
傷
つ

け
ら
れ
た
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵

害
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
二
次
的
な
被

害
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
、
自
分
や
自
分
の
大
切
な
人

が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た

ら
…
。

　

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

有　

料　

広　

告

【
11
月
９
日
（
月
）
〜
15
日
（
日
）】

【
11
月
25
日
（
水
）
〜
12
月
１
日
（
火
）】

電気自動車（日産リーフ）貸し出し中 !! 
～エコなドライブを体験しませんか？～

　

　電気自動車は・・・

　　・ガソリン代がかからない

　　・ＣＯ２を排出しない

　　　　　　など、魅力がいっぱい！！

▼貸出場所　境港市観光案内所（みなとさかい交流館1F）

▼貸出料金　１２時間まで５，４００円

　　　　　　※境港市民の場合は１０%ＯＦＦ

※詳しくは、お問い合わせください。

▼問い合わせ先

　ＪＲ西日本レンタカー＆

　　リース㈱予約センター

　☎0088－24－4190

　　　　　（フリーコール）

平成２７年 火災発生状況

　◇建　物　３件（　４件）

　◇その他　８件（　６件）

※１０月１日現在。

　（　）内は、昨年同期の件数

乗ってみてね！
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人

権

週

間

　

世
界
人
権
宣
言
が
国
連
総
会
で
採

択
さ
れ
た
12
月
10
日
を
記
念
し
て

「
人
権
デ
ー
」
と
し
、
こ
の
日
に
先

立
つ
１
週
間
を
人
権
週
間
と
し
て
い

ま
す
。

　

あ
な
た
の
家
庭
や
地
域
、
職
場
な

ど
で
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し

合
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
の
機
会
に
、

改
め
て
様
々
な
人
権
問
題
に
、
関
心

を
持
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

子
ど
も
・
若
者
育
成

支

援

強

調

月

間

　

内
閣
府
で
は
11
月
を
「
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」
と
定
め
、

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
に
対
す

る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

各
種
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

家
庭
や
学
校
、
企
業
、
地
域
な
ど

社
会
全
般
に
深
く
関
係
す
る
子
ど

も
・
若
者
育
成
支
援
へ
の
取
組
が
、

国
民
的
な
理
解
と
広
が
り
を
も
っ
た

も
の
と
な
る
よ
う
、
こ
の
運
動
の
推

進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係　
　

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
工

事
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
６
）

 

戦
没
者
等
の
遺
族
に

対
す
る
特
別
弔
慰
金

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
し
、
第
10

回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
支
給
対
象

　

今
年
４
月
１
日
に
公
務
扶
助
料
等

の
年
金
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合
、

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
１

人※
前
回
の
弔
慰
金
を
受
給
さ
れ
た
人

で
あ
っ
て
も
、
改
め
て
請
求
の
手
続

が
必
要
で
す
。

▼
順
位
に
つ
い
て

①
今
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者

　

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

　

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

　

兄
弟
姉
妹

④
①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
３

　

親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
な
ど
）

※
③
、
④
に
つ
い
て
は
要
件
が
あ
り

ま
す
。

▼
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名

国
債

▼
請
求
期
限

　

平
成
30
年
４
月
２
日

▼
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
生
活
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
７
）

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
廃
止

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
今
年
度
末

を
も
っ
て
廃
止
し
ま
す
。

　

来
年
４
月
以
降
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
教
材
、

ビ
デ
オ
教
材
の
一
部
を
視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
か
ら
本
組
合
事
務
局
総
務

課
へ
移
管
し
、
保
管
を
続
け
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
、
29

年
度
の
２
年
間
は
、
申
し
込
み
が
あ

れ
ば
こ
れ
ら
の
教
材
等
の
備
品
の
貸

し
出
し
を
行
い
ま
す
。
申
し
込
み
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は
組
合
事
務
局
総

務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

　

事
務
局　

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
22
‐
７
７
５
３
）

◇
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

　

事
務
局　

総
務
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
22
‐
７
７
２
２
）

11

月

の

献

血

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
18
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
種　

類　

全
血
献
血

▼
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
２
）

informationinformation

有　

料　

広　

告

種 別 土　木 土　木 土　木

工 事 名
中野町汚水枝線
（その 23）工事

外江渡２号線
改良工事

蓮池町汚水枝線
（その２）工事

入 札 日 9 月 14 日 9 月 25 日 10 月 1 日

予 定 価 格 97,980 千円 29,284 千円 62,683 千円

落 札 額 84,332 千円 28,404 千円 53,715 千円

落 札 率 86.1% 97.0% 85.7%

落 札 者
佐藤産業・佐々木組

特定建設工事共同企業体
大東工業・隼建設

特定建設工事共同企業体
コーワ建設㈲

【
12
月
４
日
（
金
）
〜
10
日
（
木
）】

市報さかいみなと　22



清
掃
セ
ン
タ
ー
情
報

【
使
用
済
み
食
用
油
の
再
資
源
化
】

　

市
で
は
、
中
海
・
美
保
湾
の
水
質

浄
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
清
掃
セ

ン
タ
ー
の
プ
ラ
ン
ト
で
使
用
済
み
食

用
油
を
精
製
し
一
部
の
ご
み
収
集
車

の
燃
料
と
し
て
使
用
し
て
き
ま
し
た

が
、
使
用
で
き
る
ご
み
収
集
車
の
減

少
な
ど
に
よ
り
、
今
後
は
民
間
施
設

に
処
理
を
委
託
し
再
利
用
し
ま
す
。

　

使
用
済
み
食
用
油
の
回
収
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
行
い
ま
す
の
で
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
８
０
３
）

◇
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
８
６
２
６
）

農
薬
の
使
用
と
処
分
は
適
正
に

　

農
薬
の
使
用
と
処
分
に
あ
た
っ
て

は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
ラ
ベ
ル
等
に
記
載
さ
れ
た
使
用
基　

　

準
を
遵
守
す
る
こ
と
。

◇
近
隣
住
民
に
事
前
に
通
知
し
た
上

　

で
、
飛
散
・
流
出
防
止
策
を
講
じ

　

る
な
ど
の
配
慮
を
行
う
こ
と
。

◇
器
具
や
容
器
の
洗
浄
水
に
つ
い
て

　

も
ほ
場
に
散
布
す
る
な
ど
、
河
川

　

に
農
薬
が
流
入
し
な
い
よ
う
十
分

　

注
意
す
る
こ
と
。

◇
原
則
、
農
薬
は
す
べ
て
ほ
場
で
使

　

い
き
り
、
空
き
容
器
は
３
回
以
上

　

洗
浄
し
て
廃
棄
す
る
こ
と
。

◇
農
薬
が
余
っ
た
場
合
は
、
産
業
廃

　

棄
物
処
理
業
者
に
依
頼
し
て
処
理

　

す
る
こ
と
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
大
陸
か

ら
日
本
国
内
に
カ
モ
類
な
ど
の
渡
り

鳥
が
運
ん
で
く
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
渡
り
鳥
が
飛
来
す

る
時
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
以
下

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
鳥
の
様
子
を
毎
日
観
察
す
る
。

◇
野
鳥
と
の
接
触
を
避
け
る
た
め
に

　

次
の
こ
と
に
注
意
す
る
。

①
放
し
飼
い
は
や
め
、
鳥
小
屋
の
中　

　

で
飼
う
。

②
鳥
小
屋
は
防
鳥
ネ
ッ
ト
で
覆
う
。

③
鳥
小
屋
は
清
潔
に
し
、
定
期
的
に

　

消
毒
す
る
。

④
餌
や
飲
み
水
は
毎
日
新
鮮
な
も
の

　

を
与
え
、
野
鳥
が
飛
来
す
る
河
川

　

や
池
の
水
を
与
え
な
い
。

⑤
原
因
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
次
々

　

と
鳥
が
死
ん
で
し
ま
う
な
ど
の
異

　

常
が
見
ら
れ
た
ら
、
左
記
の
連
絡

　

先
ま
で
連
絡
す
る
。

※
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
鶏
卵
や
鶏

肉
を
食
べ
る
こ
と
で
人
が
感
染
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

◇
商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

◇
県
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
62
‐
０
１
４
０
）

◇
県
西
部
総
合
事
務
所
生
活
環
境
局

　

生
活
安
全
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
31
‐
９
３
２
０
）

農
業
委
員
会
情
報

【
畑
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て
】

　

遊
休
農
地
の
解
消
と
、
担
い
手
農

家
等
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
が
課
題

で
す
。

　

市
で
は
、
農
用
地
区
域
内
の
畑
を

（
一
財
）
境
港
市
農
業
公
社
が
仲
介

し
、
特
産
の
白
ね
ぎ
等
の
野
菜
を
栽

培
す
る
担
い
手
農
家
等
へ
お
貸
し
し

て
い
ま
す
。
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
畑

を
お
持
ち
の
人
や
畑
の
借
り
入
れ
を

希
望
さ
れ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
12
月
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

の
受
付
開
始
】

　

12
月
12
日
（
土
）、
13
日
（
日
）

に
開
催
す
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

 

出
店
者
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

▼
受
付
開
始
日　

11
月
21
日
（
土
）

※
毎
日
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま

で
電
話
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

12
月
５
日
（
土
）

※
応
募
者
数
が
出
店
者
枠
に
達
し
次

第
、
申
し
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。

【
ワ
ー
ル
ド
ク
リ
ス
マ
ス
】

　

コ
ン
サ
ー
ト
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
点
灯
式
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
記

念
撮
影
（
有
料
）、
プ
レ
ゼ
ン
ト
配

布
（
数
量
限
定
）、
フ
ー
ド
コ
ー
ト

な
ど
楽
し
い
＆
お
い
し
い
イ
ベ
ン
ト

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

▼
と　

き　

11
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

informationinformationinformationinformation

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫

 １１月１５日（午前９時～正午）

◎可燃ごみの祝日収集
≪１１月の対象日≫

　１１月２３日（月・勤労感謝の日）

※当日は施設へのごみの持ち込みはできません。

※軟質プラスチック類の祝日収集は、ありません。

上記期間に製造された製品には、現在、取り付けが義務化されている
安全装置が装着されてお りません。誤った使用方法により、事故が起こ
る可能性があるため、1986年（昭和61年）より自主交換を行っております。

有　

料　

広　

告
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informationinformation

夜
間
の
納
税
相
談

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

11
月
30
日
（
月
）、12
月
25
日
（
金
）　

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
９
）

年

金

相

談

▼
と　

き

　

11
月
11
日
（
水
）、12
月
９
日
（
水
）　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

◇
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
手
帳

◇
年
金
特
別
便
ま
た
は
年
金
定
期
便

◇
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

ぼ
ち
ぼ
ち
ク
ラ
ブ

　

こ
こ
ろ
の
病
気
で
治
療
さ
れ
て
い

る
人
が
集
ま
り
、
仲
間
づ
く
り
や
生

活
体
験
を
行
う
場
で
す
。

　

今
回
は
、
当
事
者
の
体
験
談
を
聞

く
会
を
行
い
ま
す
。
話
を
聞
い
て
、

共
感
し
た
り
、
自
分
自
身
の
生
活
を

振
り
返
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
25
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

研
修
室

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

境
港
市
青
少
年
意
見
発
表
会

　

市
内
中
学
生
９
人
が
日
頃
考
え
、

感
じ
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
16
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

講
堂

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

水
木
し
げ
る
記
念
館

ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

水
木
し
げ
る
ワ
ー
ル
ド
に
関
す
る

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
難
問
！
珍
問
？
を
準
備
し
て

皆
さ
ん
の
挑
戦
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▼
と　

き　

11
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
７
時

▼
と
こ
ろ　

水
木
し
げ
る
記
念
館

▼
入
館
料

◇
一　

般　

７
０
０
円

◇
中
高
生　

５
０
０
円

◇
小
学
生　

３
０
０
円

▼
定　

員　

先
着
30
人

※
小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
が
必
要

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
木
し
げ
る
記
念
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
１
７
１
）

人
権
学
習
地
区
巡
回
講
座

　

ド
ラ
マ
鑑
賞
を
通
し
て
、
一
人
一

人
を
大
切
に
し
た
人
権
尊
重
の
視
点

か
ら
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
は
境
地
区
で
開
催
し
ま
す
。

他
地
区
に
お
住
い
の
人
で
も
参
加
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
テ
ー
マ　

気
持
ち
が
楽
に
な
る　

人
付
き
合
い
の
方
法

▼
参
加
費　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

男
女
共
同
参
画
講
演
会

　

境
港
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
の

活
性
化
、
そ
し
て
男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て
、
豊
富
な
デ
ー
タ
を
基
に
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
21
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
開
場
は
正
午
か
ら
。
バ
ザ
ー
開
催

は
正
午
〜
午
後
１
時
20
分
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
演　

題　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
と
男
女
共
同
参
画

▼
講　

師

　

藻も

谷た
に

浩
介
さ
ん
（
㈱
日
本
総
合
研

究
所
調
査
部
主
席
研
究
員
）

▼
入
場
料　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要

※
手
話
通
訳
・
託
児
は
、
11
月
17
日

（
火
）
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

み
な
〜
と
カ
フ
ェ

〜
断
捨
離
を
始
め
て
み
よ
う
！
〜

様
々
な
社
会
貢
献
活
動
を
実
践
し
、

活
躍
し
て
い
る
人
を
講
師
に
招
い
て

の
講
演
会
で
す
。

　

今
回
は
、
見
え
て
い
る
モ
ノ
か
ら

ス
ッ
キ
リ
と
、ご
機
嫌
を
取
り
戻
し
、

に
っ
こ
り
笑
っ
て
人
生
を
生
き
る
断

捨
離
の
お
話
で
す
。

▼
と　

き　

12
月
11
日
（
金
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師　

南
み
な
み
ま
え

前
ひ
と
み
さ
ん
（
や

ま
し
た
ひ
で
こ
公
認
チ
ー
フ
断
捨
離

ト
レ
ー
ナ
ー
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
２
０
４
）

海
と
く
ら
し
の
史
料
館

無
料
開
館
日
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

年
に
１
度
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
期
間
中

は
無
料
開
館
し
ま
す
。

▼
と　

き

　

11
月
14
日
（
土
）、
15
日
（
日
）

▼
内　

容

◇
11
月
14
日
（
土
）

　

境
港
総
合
技
術
高
校 

食
品
・
ビ

ジ
ネ
ス
科
の
生
徒
に
よ
る
実
習
製
品

の
販
売

◇
11
月
15
日
（
日
）

　

カ
ニ
汁
の
無
料
配
布（
数
量
限
定
）

※
そ
の
ほ
か
、
両
日
と
も
小
物
等
の

販
売
出
店
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

海
と
く
ら
し
の
史
料
館

　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
２
０
０
０
）

と　　き ところ

11月12日（木）
19:30 ～ 20:45

なぎさ会館

11月16日（月） しおさい会館

11月18日（水）14:00 ～ 15:15
境公民館

11月19日（木）19:30 ～ 20:45

◎とき・ところ

催催  

しし
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さ
か
い
み
な
と
消
防
フ
ェ
ア

　

い
ろ
い
ろ
な
展
示
・
体
験
を
通
し

て
消
防
業
務
へ
の
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
市
民
と
消
防
職
団
員
と
の

交
流
を
図
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

▼
と　

き　

11
月
23
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

境
港
消
防
署
屋
外
訓
練
場

▼
内　

容

◇
消
防
車
両
、
資
機
材
展
示

◇
訓
練
展
示

◇
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験

◇
放
水
体
験
、
煙
体
験

◇
炊
き
出
し 

ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
境
港
消
防
署

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
０
１
１
９
）

◇
自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
３
）

家

族

介

護

教

室

〜
腰
痛
予
防
・
か
か
え
な
い

　
　
　

介
護
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
〜

　

い
き
い
き
と
元
気
に
介
護
が
で
き

る
よ
う
、
身
体
の
使
い
方
、
福
祉
用

具
の
活
用
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
対　

象

　

介
護
し
て
い
る
家
族
、
介
護
に
関

心
の
あ
る
人

▼
と　

き　

11
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ

　

さ
か
い
幸
朋
苑
ナ
マ
ス
テ
ホ
ー
ル

▼
講　

師

　

さ
か
い
幸
朋
苑 

介
護
職
員

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
２
２
９
９
）

３
回
連
続
ミ
ニ
手
話
講
座

　

手
話
に
興
味
が
あ
る
人
を
対
象
に

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き

　

12
月
４
日
（
金
）、
11
日
（
金
）、

18
日
（
金
）

各
日
と
も
午
後
７
時
〜
９
時

▼
と
こ
ろ　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

▼
定　

員　

40
人

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

11
月
27
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
中
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン

タ
ー

　
（
☎
０
８
５
８
‐
27
‐
２
３
５
５
）

済

生

会

境

港

総
合
病
院
講
演
会

【
地
域
医
療
連
携
室
講
演
会
】

　

今
年
は
病
院
長
と
外
科
部
長
の
講

演
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
聴

講
で
き
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▼
と　

き　

11
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院　

２
階
会

議
室

▼
内　

容

◇
講
演
①

・
演　

題

　

肝
癌
で
命
を
落
と
さ
な
い
た
め
に

Ｃ
型
肝
炎
を
勉
強
し
よ
う
！

・
講　

師　

村
脇
義よ
し

和か
ず

さ
ん
（
済
生

会
境
港
総
合
病
院 

病
院
長
）

◇
講
演
②

・
演　

題

　

注
射
で
も
治
療
で
き
ま
す
〜
い
ぼ

痔
の
は
な
し
〜

・
講　

師　

星
野
和か
ず

義よ
し

さ
ん
（
済
生

会
境
港
総
合
病
院
病
院 

外
科
部
長
）

▼
参
加
費　

無
料

【
糖
尿
病
週
間
講
演
会
】

　

糖
尿
病
週
間
に
あ
わ
せ
、
糖
尿
病

に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

11
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院　

２
階
会

議
室

▼
テ
ー
マ　

糖
尿
病
の
予
防
と
治
療　

〜
生
活
習
慣
か
ら
見
直
そ
う
〜

▼
講　

師

◇
木
下
博ひ
ろ

司し

さ
ん
（
内
科
医
長
）

◇
管
理
栄
養
士
・
理
学
療
法
士

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院　

地
域
医

療
連
携
室

　
（
☎
42
‐
３
１
６
１
（
代
））

informationinformation

▼と　き　12月13日（日）　

　　　　　午前11時30分～午後3時30分

　　　　　※事前申し込み不要

▼ところ　文化ホール

▼内　容

◇展　示（午前11時30分～）

　小・中学生の人権標語やポスター

　人権啓発パネル ほか

◇バザー（午前11時30分～午後1時・

　　　　　講演会終了後～3時30分（一部））

◇開会行事（午後1時10分～）

　まつぼっくり太鼓演奏ほか

◇講演会（午後1時30分～3時）

　・演　題

　　　絆の大切さ～いのちはひとつにつながっている～

　　　　お話と歌と朗読劇で心のストレッチ

　・講　師　佐久間レイさん（声優・歌手・劇作家）

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　※「それいけ！アンパ　

　　　　　　　　　　　　　ンマン」のバタコ役な

　　　　　　　　　　　　　どで知られる声優。劇

　　　　　　　　　　　　　作家として、命や絆な

　　　　　　　　　　　　　どについて物語も執筆

　　　　　　　　　　　　　されています。

▼入場料　無料

※手話通訳あり

※託児あり。申込期限は12月9日（水）まで。

▼託児申し込み・問い合わせ先

　地域振興課人権政策室（☎47‐1102）

佐久間レイさん

人権ふれあい
フェスティバル

25　平成２７年１１月



informationinformation

が
ん
・
治
療
と
予
防
を

考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

が
ん
は
、
今
や
２
人
に
１
人
が
か

か
る
病
気
で
す
。

　

医
療
技
術
は
日
進
月
歩
、
が
ん
と

診
断
さ
れ
て
も
正
し
い
治
療
に
よ

り
、
恐
れ
る
病
気
で
は
な
く
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
最
新
の
治
療
と
予

防
に
つ
い
て
、
一
緒
に
学
び
、
安

心
な
療
養
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

講
堂

▼
演　

題　

が
ん
治
療
と
療
養
生

活
・
予
防
に
つ
い
て

▼
講　

師

　

上
平
敦
あ
つ
し

さ
ん
（
う
え
ひ
ら
内
科
・

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

▼
参
加
費　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
難
病
・
が
ん
患
者
と
家
族
の

つ
ど
い　

阿
部
泰た
い

祐す
け

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
８
５
１
９
）

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

▼
と　

き　

11
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー　

第
１
会
議
室

▼
内　

容

　

相
続
、
遺
言
、
不
動
産
の
贈
与
・

売
買
、
成
年
後
見
申
し
立
て
、
借
金
・

多
重
債
務
の
問
題
な
ど
、
身
の
回
り

の
法
律
問
題

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
24
‐
７
０
２
４
）

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト  

境
港

20
回
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
は
今
年
６
月

の
開
催
で
20
回
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
、
12
月
20
日
（
日
）

に
開
催
す
る
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
前

に
、プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

【
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集
】

　
『
暮
ら
し
の
中
の
灯
り
』
に
ち
な

ん
だ
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ
（
お
題
）　
『
灯
り
』

※
灯
り
に
ち
な
ん
だ
電
気
、
ろ
う
そ

く
、
キ
ャ
ン
ド
ル
な
ど
も
お
題
と
し

て
認
め
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

ど
な
た
で
も
ご
応
募

い
た
だ
け
ま
す
。

▼
注
意
事
項　

応
募
作
品
は
１
人
に

つ
き
、
最
大
３
句
ま
で
と
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

11
月
10
日（
火
）〜
11
月
30
日（
月
）

▼
応
募
方
法

　

は
が
き
に
作
品
、雅
号（
ペ
ン
ネ
ー

ム
）、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
等
を
ご

記
入
の
上
、
郵
送
し
て
下
さ
い
。

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
す
る
も

の
と
し
ま
す
。

▼
郵
送
先

〒
６
８
４
‐
０
０
３
３

　

境
港
市
上
道
町
５
６
５

　

こ
こ
あ
ん
内　

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ

ト
in 

境
港
実
行
委
員
会

▼
作
品
展
示

◇
と　

き

　

12
月
18
日
（
金
）
〜
20
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◇
と
こ
ろ　

市
民
会
館
展
示
室

※
応
募
作
品
多
数
の
場
合
、
事
前
に

実
行
委
員
会
に
て
選
考
の
上
、
展
示

し
ま
す
。

▼
選　

考　

フ
ォ
ー
ラ
ム
当
日
、
来

場
者
に
よ
る
投
票
ポ
イ
ン
ト
を
集
計

し
、
上
位
５
作
品
を
選
出
し
ま
す
。

▼
賞　

品　

上
位
５
作
品
の
作
者

へ
、
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

※
な
お
、
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
発

表
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
ス
ロ
ー
シ
ネ
マ
カ
フ
ェ
】

▼
対　

象　

大
人

▼
と　

き　

12
月
５
日
（
土
）

　

午
後
５
時
〜
７
時

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要

▼
と
こ
ろ　

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
マ
ル
マ
ス

▼
内　

容

◇
ス
ロ
ー
シ
ネ
マ
上
映

　
「
サ
テ
ィ
シ
ュ
・
ク
マ
ー
ル
の
今
、

こ
こ
に
あ
る
未
来
」

◇
フ
リ
ー
ト
ー
ク

▼
参
加
費

　

５
０
０
円
＋
飲
み
物
代

【
み
つ
ろ
う
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

▼
対　

象　

小
学
生
以
上

▼
と　

き　

12
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要

▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
中
央
公
民
館

▼
定　

員　

20
人

▼
講　

師　

福
田
桂け

い

子こ

さ
ん
（
セ
レ

ン
環
境
教
育
事
務
所
）

▼
参
加
費
（
材
料
費
）　

３
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
境
港
実
行

委
員
会
事
務
局
（
こ
こ
あ
ん
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
８
６
０
７
）

～職員採用試験～

▼採用予定者数

　◇土木技師　１人程度

▼受験資格

　◇住所要件　なし

　◇年齢要件

　　昭和５５年４月２日から平成１０年４月１日ま

　　でに生まれた人

　◇資格等要件　実施要項でご確認ください。

▼試験日　　来年１月１０日（日）

▼申込期限　１２月１８日（金）午後５時１５分まで

　※郵送の場合は必着

▼提出書類

　◇受験申込書・履歴書

　◇自己紹介文

　※実施要項でご確認ください。

　※実施要項・提出書類は総務課で交付します。ま

　　た、市ホームページからもダウンロードできます。

▼採用予定日　来年４月１日

▼申し込み・問い合わせ先

　　総務課職員係

　　　　（☎４７－１００９）

in
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募募  

集集

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

〜
秋
の
夜
長
を
和
の
音
と
と
も
に
〜

▼
と　

き　

11
月
27
日
（
金
）

　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

無
料

▼
出　

演　

こ
と
の
葉

▼
曲　

目　

こ
と
う
た
〜
民
謡
〜
、

こ
と
う
た
〜
世
界
の
う
た
〜
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
文
化
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
４
）

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

 

次
の
と
お
り
採
用
試
験
を
行
い
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

※
年
齢
は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
現

在
で
す
。

▼
受
付
期
間

　

11
月
20
日（
金
）〜
12
月
4
日（
金
）

▼
試
験
日　

12
月
12
日
（
土
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
33
‐
２
４
４
０
）

原
子
力
防
災
現
地
研
修
会

▼
と　

き　

11
月
27
日
（
金
）

　

午
前
９
時
45
分
〜
午
後
４
時
20
分

▼
見
学
施
設

◇
島
根
県
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

◇
島
根
原
子
力
発
電
所
（
バ
ス
車
内

か
ら
見
学
）

▼
集
合
・
解
散
場
所　

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
前

▼
募
集
人
数　

40
人

▼
申
し
込
み
方
法

　

は
が
き
に
参
加
者
全
員
の
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
を
記
入
の
う
え
、
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
は
が
き
１
枚
で
２
人
ま

で
応
募
で
き
ま
す
。

※
電
話
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ

ー
ル
で
も
応
募
可
。

▼
申
込
期
限

　

11
月
18
日
（
水
）
必
着

▼
注
意
事
項

◇
参
加
費
は
無
料
で
す
。

◇
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
３
‐
０
０
５
４

　

鳥
取
県
米
子
市
糀
町
１
丁
目

１
６
０

  

鳥
取
県
西
部
総
合
事
務
所
地
域
振

興
局　
　
　
　
（
☎
31
‐
９
６
３
４
）

FAX 

31
‐
９
６
３
９

Mail

seibu
-sh
in
kou
@
pref.tottori.jp

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者

▼
入
居
資
格
（
一
般
）

◇
基
準
（
世
帯
の
月
額
所
得
）
内
の

収
入
で
あ
る
こ
と

【
世
帯
の
月
額
所
得
（
※
）
と
は
】　

　

15
万
８
千
円
以
上
48
万
７
千
円
以

下※
入
居
予
定
者
全
員
の
総
所
得
金
額

か
ら
、
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
供
給

の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の

規
定
に
よ
る
控
除
額
を
控
除
し
た
額

を
12
で
除
し
た
金
額

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
１
人
あ
る
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

11
月
５
日
（
木
）
〜
17
日
（
火
）

▼
入
居
抽
選
日　

11
月
19
日
（
木
）

▼
入
居
可
能
日　

12
月
１
日
（
火
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
別
途
駐

車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
１
区
画 

月
額
千
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
９
）

informationinformation

団地名
上道団地

（上道町 3563）

種　別 特定公共賃貸住宅

建設年度 平成 11 年

構　造 鉄筋・4階建

募集住戸 10 棟 404 号（４階）

間取り等
３ＬＤＫ

６畳（２）、６洋

家賃（円） 73,000

　市民活動推進事業を募集します（３次募集）

　市民活動を行う団体に必要経費の一部を補助する「市民活動推進補

助金」の対象となる事業を募集します。

▼市民活動推進補助金の概要　　　　　　

　◇対象団体

　　団体の運営に関する規約等があり、境港市内で活動する市民活動　

　　団体および企業

　◇対象事業

　　市民活動団体および企業が実施し、市民活動（企業が行う社会貢

　　献活動も含む）を促進するために適当と認める事業で、交付決定

　　（12月中旬）から来年3月の間に実施して完了できるもの

▼補助限度額　　

　◇新規設立事業　　10万円 （補助対象経費の10分の10）

　◇緑化事業　　　　 6万円 （補助対象経費の5分の4）

　◇一般事業　　　　30万円 （補助対象経費の3分の2）

　※事業収入がある場合は補助対象経費から差し引きます。

　※２年目以降補助率等変更あり。

　※既存の取り組みは対象外です。

▼申し込み方法

　申請書等の必要書類を提出してください。

▼申込期限　１１月１９日（木）

▼審査方法等

　審査会で事業内容の説明をしていただき、予算の範囲内で決定しま

す。

▼応募・問い合わせ先

　地域振興課企画係　　（☎４７－１０２４）

27　平成２７年１１月



informationinformation

市
営
住
宅
入
居
者

▼
入
居
資
格
（
一
般
）

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
１
人
あ
る
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

11
月
５
日
（
木
）
〜
17
日
（
火
）

▼
入
居
抽
選
日　

11
月
19
日
（
木
）

▼
入
居
可
能
日　

12
月
１
日
（
火
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
別
途
駐

車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
１
区
画 

月
額
千
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
９
）

海
と
く
ら
し
の
史
料
館

企
画
展
の
展
示
資
料

　

企
画
展
「
鳥
取
県
に
お
け
る
水
産

教
育
70
年
の
あ
ゆ
み
」
で
展
示
す
る

資
料
を
募
集
し
ま
す
。

※
企
画
展
は
、
来
年
２
月
中
旬
〜
４

月
初
旬
開
催
予
定

▼
募
集
内
容

　

県
立
の
水
産
校
（
水
産
学
校
、
余

子
水
産
高
校
、
境
高
校
水
産
科
、
境

水
産
高
校
）
の
制
服
、
教
科
書
、
学

生
生
活
ス
ナ
ッ
プ
、卒
業
ア
ル
バ
ム
、

学
校
生
活
の
資
料
な
ど

▼
募
集
期
限　

12
月
29
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

海
と
く
ら
し
の
史
料
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
２
０
０
０
）

放
送
大
学
４
月
入
学
生

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
28
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
し
ま
す
。
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然

科
学
等
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

▼
出
願
期
間

◇
第
１
回

　

12
月
１
日
（
火
）
〜
来
年
２
月
29

日
（
月
）

◇
第
２
回

　

来
年
３
月
１
日（
火
）〜
20
日（
日
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
５
７
‐
37
‐
２
３
５
１
）

　

詳
細
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
特
に
明
記
が
な
い
場
合
、

会
場
は
問
い
合
わ
せ
先
と
同
じ
で
す
。

聖

心

幼

稚

園

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

▼
お
も
ち
つ
き
を
し
よ
う
！

◇
と　

き　

12
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要

▼
持
参
す
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
皿
、

は
し
、
水
筒

※
未
就
園
児
を
対
象
に
園
庭
開
放
し

て
い
ま
す
。

◇
平　

日　

午
前
10
時
〜
正
午

◇
土
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午

▼
問
い
合
わ
せ
先　

聖
心
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
０
４
０
）

美

哉

幼

稚

園

び

さ

い

交

流

会

▼
お
も
ち
つ
き

◇
と　

き　

11
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

※
毎
日
、
園
庭
と
え
ほ
ん
館
を
開
放

し
、
未
就
園
児
に
も
絵
本
の
貸
し
出

し
を
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

美
哉
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
８
３
９
）

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

き
ら
き
ら
・
ひ
ま
わ
り
情
報

【
０
歳
さ
ん
あ
つ
ま
れ
〜
！
】

▼
対　

象　

満
１
歳
ま
で
の
親
子

▼
と　

き　

11
月
24
日
（
火
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
」

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
内　

容

◇
離
乳
食
、
幼
児
食
に
向
け
て
の
栄

　

養
相
談
、
発
達
の
様
子
等　

◇
親
子
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び　

わ
ら
べ

　

う
た　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

▼
申
し
込
み
期
間

11
月
６
日
（
金
）
〜
20
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

◇
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
ら
き
ら
」（
☎
45
‐
０
１
１
６
）

◇
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ま
わ
り
」（
☎
21
‐
８
１
０
３
）

＊
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
活
動
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
活
動

【
全
体
交
流
会
（
ク
リ
ス
マ
ス
会
）】

▼
と　

き　

12
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
期
限　

12
月
２
日
（
水
）   

※
会
員
以
外
の
人
で
も
参
加
で
き
ま

す
が
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
会

員
を
優
先
し
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー　
　
　

 

（
☎
45
‐
６
６
６
０
）

お

は

な

し

広

場

　

絵
本
や
お
話
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

妊
婦
さ
ん
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

子
育
て

子
育
て

　

支
援
情
報

　

支
援
情
報

団地名
第２夕顔団地

（誠道町 162）

夕顔団地

（誠道町 218）

種　別 一般 一般

建設年度 昭和 50 年 平成 6年

構　造 鉄筋・4階建 鉄筋・３階建

募集住戸 50A 棟 28 号（２階）6B 棟 7 号（２階）

間取り等
３ＤＫ

６畳、４．５畳（２）
３ＤＫ

６畳（２）、６洋

家賃（円） 11,900 ～ 23,300 19,900 ～ 39,100

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

１２月５日
（毎月第１土曜日）

14：00

～

15：00

市民図書館

（分館）

絵本と紙しばいを楽しむ会
（なぎさ会）

１１月１４日
（毎月第２土曜日）

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

１１月２１日
（毎月第３土曜日）

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

※毎週水曜日
10：30

～

11：30

地域子育て

支援センター

ひまわり

市報さかいみなと　28



informationinformation

境港市文化振興財団ホームページアドレス　http://sakaiminato-bunka.jp

文化施設催し物スケジュール
と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料

11 月 14 日（土）
僕たちが考えた・境港カニ展
（～来年 2月初旬）

海とくらし
の 史 料 館

9:30 ～ 17:00
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　400 円
小中高生 100 円

11 月 20 日（金）
フィッシュ・アイ写真展
（～ 11 月 22 日（日））

市 民 会 館
展 示 室

10:00 ～ 17:00
フォトクラブ
フィッシュ・アイ
☎ 45 － 1163

無　料

11 月 28 日（土） 絵本と紙芝居の会 市民図書館 14:30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

11 月 29 日（日） 境港市合唱祭 2015 文化ホール 14:00 ～
境港市合唱祭 2015
実行委員会
☎ 45 － 4260（安田）

300 円
※高校生以下は無料

　　　　妊娠中・子育て中のお父さん、お母さんを応援するための教室「ハッピー子育て応援団」を開催

　　　します。いろいろな体験やお話を通して交流を深めませんか。親子の時間をより素敵なものにして

　　　いきましょう。

　 　 　 ▼対　象　子育て中、または妊娠中の人

　 　 　 ▼募集人数　各回２５組程度

　　　　　　　　　※託児もありますので、申し込み時に相談してください。各回２０人まで（先着順）

　　　 ▼開催日・ところ・内容

　 　 　 ▼申込期限　各実施日の３日前まで

　 　 　 ▼申し込み・問い合わせ先　健康推進課母子保健係　（☎４７－１０４２）

　境港・ハッピー子育て応援団！
　　　　　　　　　　参加者を募集しています

開催日 ところ 内　　　容 講　　師

12 月 6 日（日）

保健相談

センター

食から育むこころとからだ

妊娠中からの離乳食・幼児食についてお話
しします。
※夫婦で、親子でおやつ作りもします。

　市管理栄養士

来年
1月 17 日（日）

・妊娠、育児の心得と役立つ制度

・赤ちゃんの沐浴
　市助産師

29　平成２７年１１月



　今年は、鳥取県西部地震から１５年の節目にあたり

ます。

　防災意識の向上を図るため、市内全域で「姿勢を低

く」「頭を守り」「じっとする」シェイクアウト訓練（安

全確保行動）と、市内３地区（外江、余子、中浜）で

津波避難訓練を併せて行いました。

　災害に備え、日ごろから対策をしておきましょう。

鳥取県西部地震から１５年
　シェイクアウト訓練、津波避難訓練を実施

フ ォトニ ュ ースフ ォトニ ュ ース

　第３２回境港水産まつりが、１０月１１日（日）に

昭和町の魚市場周辺で行われ、海の幸や加工品を求め、

家族連れなど約４万５千人が訪れました。

　会場では、鮮魚や加工品などが格安で売られ、マグ

ロの解体や大漁太鼓など、様々なイベントが行われま

した。みなと町ならではの催しに、来場者は目を輝か

せていました。

地元ならではの海の幸がずらり
　第３２回境港水産まつり開催

　伯州綿連絡協議会の収穫イベントが１０月１７日

（土）に開催され、親子らで伯州綿を摘み取りました。

　今年の５月に、親子で種まきを行った畑では、伯州

綿がコットンボールをつけるまでに成長しました。

　今回みんなで収穫した伯州綿は、これから産まれて

くる赤ちゃんに贈られるおくるみの原料として使用さ

れる予定です。

ふわふわ伯州綿がとれたよ
　赤ちゃんおくるみプレゼント大作戦・収穫

　今年で１５回を数える、日韓ロ国際交流 鬼太郎カッ

プ境港駅伝競走大会が１０月１８日（日）に開催され、

秋晴れの好天のもと、ランナーたちが市内を駆けぬけ

ました。

　昨年に続き、５回目の参加となったロシア・ウラジ

オストク市代表チームの他、国内の強豪チームなど、

合計７８チームにより熱戦が繰り広げられました。

秋の境港を駆けぬける
　鬼太郎カップ境港駅伝競走大会が開催

市報さかいみなと　30



保健相談センターへ

　　　　お越しください
保健だより保健だより保健だより保健だより

催し物名 と　き 対　象 問い合わせ先

妊産婦・乳幼児

健康相談
12月15日（火）

9:30 ～ 12:00
（受付 9:30 ～
10:30）

妊産婦・
乳幼児と
保 護 者

健康推進課
☎ 47-1042
※母子健康手帳を持参

離乳食講習会 12月15日（火）

10:00 ～ 10:40
（5カ月～8カ月児）

10:50 ～ 11:30
（9カ月～1歳6カ月児）

５カ月～
１歳６カ月児
と保護者

健康推進課
☎ 47-1042
※母子健康手帳を持参

カウンセリング 11月25日（水）14:00 ～ 16:00 市　民
健康推進課
☎ 47-1043
※予約制

保健師の

ちょっと一言
　見逃さないで！糖尿病

６カ月児健康診査

▼ 11 月 11 日（水）12:50、13:25

　平成 27 年 4 月生まれの幼児

▼ 12 月  2 日（水）12:50、13:25

　平成 27 年 5 月生まれの幼児

１歳６カ月児健康診査

▼ 11 月 12 日（木）12:50、13:25

　平成 26 年 4 月生まれの幼児

▼ 12 月  3日（木）12:50、13:25

　平成 26 年 5 月生まれの幼児

３歳児健康診査

▼  11 月 26 日（木）12:50、13:25

　平成 24 年 10 月生まれの幼児

▼ 12 月 10 日（木）12:50、13:25

　平成 24 年 11 月生まれの幼児

　１１月１４日は世界糖尿病デーです。市内でも講

演会などが開催されます。

　糖尿病とは、インスリンというホルモンの作用が

低下することにより、体内に取り入れられた栄養素

が、うまく利用されずに、血液中の「糖」が多くなっ

ている状態です。血糖値やヘモグロビンＡ１ｃ、糖

負荷試験などにより診断され、そのままにしておく

と、神経、目、腎臓の障害など、恐い合併症を引き

起こしやすくなります。

　糖尿病の患者、予備群の人は年々増えています。

　我が国でも国民健康・栄養調査結果から、２０歳

以上の４人に１人が糖尿病または、糖尿病予備群で

あるという事が明らかになりました。

　糖尿病は、痛みなどの症状が現れにくい病気です。

健康診断を定期的に受けて、自分の健康状態につい

て確認することが大切です。

　糖尿病を予防するには・・・

　① 食事は腹８分目に

　② たくさん歩いて

　③ 適正体重を維持しましょう！　

▼問い合わせ先

　健康推進課成人保健係（☎４７－１０４１）

山根 凜
りん

子
こ

 ちゃん（H27.3.7 生）と

お父さんの 敬
たかし

 さん と

お母さんの 恵
え

美
み

子
こ

 さん（誠道町）

今月のげんきちゃん
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相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談
11 月 12 日（木）

12 月 10 日（木）
13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
　☎ 0857-24-5542

心 配ごと相談

11 月 13 日（金）
11 月 27 日（金）
12 月  ４日（金）
12 月 11 日（金）

13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
要です（初回優先）法 律 相 談 11 月 20 日（金） 13：30 ～ 15：30

年 金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8:30 ～ 17:15、第２土曜日 9:30 ～ 16:00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9:00 ～ 20:00、第２土曜日 9:00 ～ 17:00）

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

子 育 て 相 談
毎日
「きらきら」土・日曜日を除く
「ひまわり」木曜日を除く

8：30 ～ 17：15
地域子育て支援センター
「きらきら」☎ 45-0116
「ひまわり」☎ 21-8103

青 少 年 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－１０１４

ＤＶ（家庭内暴力）

電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17:15 ～ 8:30）、土日祝（8:30 ～ 17:15）

多重債務・法律

相  談  会
11 月 18 日（水） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

（祝日は除く）

 境港市の人口

　　男　：16,975 人（－ 19）
　　女　：18,300 人（－ 20）
　合　計：35,275 人（－ 39）
　世帯数：15,185 世帯（－ 7）

　※平成 27 年 9 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章
くらしの相談日くらしの相談日

防災行政無線が聞き取りにくいときはテレフォンサービスをご利用ください！
　☎０１２０－４４５－０４０（フリーダイヤル）

□材料（４人前）
　○カマス（１０尾）

　○千切生姜 ( 少々 )

　○小口切りネギ ( 少々 )　　　　

　○花かつお ( 少々 )

　○ごはん

　○煎茶（だし汁など）

［Ａ］

○さしみ醤油 ( １カップ )

○みりん（１／２カップ）

○酒（１／２カップ）

○砂糖（大さじ３）

○旨味調味料（大さじ１）

○ごま（大さじ２）

水産課（☎ 47 － 1055  FAX 44 － 7957）

  ７

　９月２６日に開催された「みんなで選ぶ境港の水産加工

大賞」は、カニ、ギンザケ、イカ、アジ、タイなどの食材

を使った１０商品が揃い、来場された人にも大変好評でし

た。その中に、「カマスフライ」もありました。

　カマスといえば、サンマと同様、秋から旬の魚で、塩焼

きが有名ですが、刺身や煮つけ、天ぷらなどでも美味しく

いただけます。

　今回は、一風変

わった、カマスを

使った、簡単に出

来る、お茶漬けを

ご紹介いたします。

お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ カマスのお茶漬け

□作り方

　①カマスは三枚におろし、皮をひき、腹骨、中骨をと

　　り、２～３cmの幅に切る。

　②［Ａ］を混ぜ合わせ調味液を作り、①と一緒に一晩

　　漬け込む。

　③茶碗にごはんを入れ、その上に漬込んだカマス、花

　　がつお、千切りにした生姜、小口切りにしたねぎを

　　のせ、煎茶（好みでだし汁などでもよい）をかけた　　

　　ら、出来上がり。
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